
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布 印刷／豊予社

写 且
1983 ~ 月

羹躊躊繹躊躊羹網繹繹（ No. ー ）
 

町内の名所①

鹿野川園地とダム周辺

昭和34年、総工費40億円と 3年の歳月をかけて完成した県下最大の人造湖・
鹿野川ダム。春は3,000本の桜が咲き乱れ、秋は紅葉が湖面に映える。
また、鹿野川ダムと丸山公園を結ぶ高台にある鹿野川園地は、眼下に鹿野川

ダム、そして、周囲の遠望が実にすばらしい。園地には四季折々の花が咲きほ

こり、訪れる観光客の憩の場となっている。

令月号の主な内容

111昭和58年度予算と主な事業
2~3ページ

1113月定例町議会………4~7ページ

111町創立40周年記念式典……8ページ

111昭和57年度タケノコ部会総会
10ページ

唖繁殖牛生産地視察研修……11ページ

む召和58年度公民館活動方針
14~15ページ

蔓学校だより・リレー随箪…17ページ

衡お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18ページ

町民のうごき

人 ロ 3,903人 (-27)

男 1 I 9 1 9人 (-19)

女 1,984人(-8) 

世帯数 1,072蒜(-6) 

（昭和58年3月31日現在）
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当初予算総額

2,974万円
の対前年度比5.3％増～

「歳 入〗

県支出会20.4%

(3億2,283万円）

昭
和
五
十
八
年
度
肱
川
町
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
十
九
億
二
千
九

百
七
十
四
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
九
千
四
百
二
十
八
万
五
千
円
（
五
・
一

％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
・
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
引

き
続
い
て
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
行
政
改
革
に
関
す
る
答
申
を
尊
重
、
財

政
再
建
を
最
重
点
課
題
と
し
て
、
厳
し
い
緊
縮
抑
制
型
の
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
国
・
県
の
影
響
を
受
け
て
、
厳
し
い
財
政
事
情
に

あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
社
会
経
済
情
努
を
ふ
ま
え
て
、
少
し
で
も
活
力
を
引

き
出
せ
る
よ
う
、
積
極
的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
本
位
の
行
政
を
推
進
し
、
均

衡
の
と
れ
た
町
の
進
展
を
は
か
る
た

め
に
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
即

応
で
き
る
健
全
な
行
財
政
運
営
並
び

予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方

に
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。昭

和
五
十
八
年
度
の
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
次
の
五
項
目
を
か
か
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

0
町
道
の
新
設
改
良
、

通
信
網
の
整
備

（
二
億
一
千
六
十
三
万
円
）

蒼
地
域
振
根
事
業

（
六
千
九
百
六
万
六
千
円
）

蔓
町
営
住
宅
建
設
事
業

（
六
千
七
百
七
十
二
万
四
千
円
）

舗
装
等
交
通

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

（
五
百
四
十
万
円
）

以
上
が
主
要
な
施
策
と
事
業
費
の

0
過
疎
農
道
・
農
免
農
道
の
促
進

（
一
千
二
百
八
十
四
万
円
）

＊
測
域
産
業
振
興

t

越
盤
の
拡
充
整
備

Ill
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
山
村
振
典
、

新
農
構
事
業
等
の
推
進

（
一
億
八
千
七
十
一
万
円
）

Ill新
し
い
林
業
振
輿
事
業

（
一
億
五
千
九
百
万
円
）

Ill商
工
・
観
光
の
振
興

（
九
百
三
十
四
万
円
）

Ill
特
産
開
発
事
業
の
推
進

（
三
千
二
百
四
十
万
円
）

*
幼
児
教
育
（二
千
百
九
十
七
万
五
千
円
）

唖
学
校
教
育
と
青
少
年
の
健
全
育
成

（二
千
二
百
四
十
万
四
千
円
）

0
学
校
給
食

・
（
三
千
七
百
五
十
四
万
三
千
円
）

奎
定
時
制
高
校
の
振
興
（百
二
十
九
万
円
）

蔓
社
会
教
育

（
三
千
五
百
四
十
七
万
三
千
円
）

*
社
会
体
育
振
輿

（
五
百
九
十
五
万
八
千
円
）

＊
大
型
事
業
の
促
進
を

＊
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

衡
広
報
・
広
聴
活
動
（
二
百
六
十
五
万
円
）

奎
部
落
と
の
連
け
い
を
充
実
す
る
た

め

ー
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振

一
般
会
計
予
算
（
十
五
億
八
千
万

円
）
を
構
成
比
で
表
わ
し
た
の
が

（図
田
の
円
グ
ラ
フ
）
で
す
。

町
の
基
盤
で
あ
る
農
林
業
の
振
興

を
主
体
に
、
全
予
算
の
二
十
五
・
五
％

か
農
林
水
産
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の

土
木
費
が
一
九
・
三
％
と
、
な
お
総
務

費
の
一
八
・
一
％
の
中
に
は
、
農
林
振

興
分
と
生
活
環
境
関
係
分
が
一
部
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
総

予
算
の
二
分
の
一
を
こ
え
る
、
八
億

一
千
万
円
余
り
を
二
つ
の
費
目
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

図
田
の
円
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た
だ

く
と
、
今
年
度
予
算
の
ね
ら
い
が
ど

農
林
振
興
に
|
|
_
-

9二
十
五
・
五
％

概
要
で
す
。

賣

賞

費

等

賓

費

金

他

費

経

件

件

助

的

債

出

の

計

助

資

人

物

扶

補

投

公

繰

そ

表(I)一般会計予算性質別区分
千円 ％ •1 

304,451 (19.3) 

1 3 6, 6 1 8 (8.6) 

17,989 (1.1) 

98,949 (6.3) 

7 9 9, 4 5 1 (50. 6) 

179,939 (11.4) 

16,087 (1.0) 

26,516 ( 1.7) 

1, 8 0 0, 0 0 0 (100. 0) 
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表(2)主な事業と予算 （単位 ：千円）

部門 主 な 事 業 予算額 部門 主 な 事 業 予算額

広報・広聴活動費 11,954 農 新林構事業 51,384 

企画立案 2,148 林 地域改善対策（林道関係） 78,300 

総 特産開発推進事業 32,400 商 商工振興 1,150 

防犯・交通安全 2,246 工 観光開発 8,190 

地域振興事業 69,066 町道等維持管理 7,824 

務 町創立40周年記念事業 5,000 建 道路新設改良事業 202,802 

町民相談業務 124 がけ崩れ防災対策 7,691 

選挙（県議•町議・参議） 4,773 二配I¥,又 教員住宅確保 3,709 

民生委員活動費 1,276 町営住宅建設事業 64,015 

民
重度心身障害者医療費 1,446 消 非常備消防活動 14,599 

高額療養費貸付金 3,000 防 常備消防 30,043 

老人保健特別会計繰出 6,000 教育委員活動 1,708 
生
児童 ・母子・老人福祉 学校営繕関係25,194 10,000 

創作館運営費 1,076 青少年健全育成 650 

零歳児医療費補助 720 定時制高校振興 1,290 

疫病予防対策事業 8,039 教 小学校運営費 10,983 
衛

歯科診療所運営費 2,142 中学校運営費 10,771 

葬祭施設管理 4,187 幼稚園運営費 21,975 
生
し尿 ・じん芥処理 学校給食事業13,827 37,543 

水道特別会計繰出金 6,287 ＝ 自 公民館活動 14,107 

農業委員活動費 5,341 文化財保護対策 834 

農業振興事業 8,230 農業資料館運営費 4,302 

農
山振特対事業（圃場整備等） 42,996 社会体育振興事業 3,139 

新農構事業 95,096 町民プール管理 2,819 

業
土地改良事業 55,458 

晶盟
過年度災害復旧費（土木） 26,070 

林業振典事業 29,318 過年度災害復旧費（農業） 21,085 

振動障害対策 942 

昭和58年度

19億
～一般会計

「歳 出 〗
衛生費2.8%
(4,499万円）

消防費2.9

その他1%
(1,529万円）

告一-q
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円
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費11.4%
7,994万円）

／ 

総務費8
(2億8,604万

表（欧特別会言中予算—下

国民健康保険特別会計

簡易水道特別会計

住宅新築資金貸付特別会計

老人保険特別会計

計

203,000千円

23,200千円

8,340千円

115,200千円

349,740千円

こ
に
あ
る
か
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
教
育
費
に
つ
い
て
も
一
億

六
千
七
百
五
十
六
万
二
千
円
(
+
・
六

％）

を
計
上
し
、
さ
ら
に
教
育
環
境

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
支
出
の
裏
づ
け
と
な
る
収

入
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
（
四
十
•
四
％
）
、
国
・
県
の
補

助
金
（
二
十
八
・
一

％
）

、
借
入
金

（
町
債
十
八
•
四
％
）
が
主
な
も
の

で
、
町
内
で
集
め
ら
れ
る
税
金
等
は

十
三
・
一
％
で
（
う
ち
町
税
は
五
・八

％
の
九
千
二
百
二
十
六
万
二
千
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
な
く
‘

依
存
財
源
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
弱
い
体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

行
財
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
常
に

国

・
県
の
動
向
を
的
確
に
と
ら
え
、

健
全
な
運
営
に
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
年
度
予
算
の
特
徴
を
あ
げ
て
み

ま
す
と
、

第
一
に
、
特
別
会
計
の
一
部
（
学

校
給
食
・
車
両
等
運
営
•
町
営
墓
地
）

を
廃
止
し
、
一
般
会
計
の
中
で
処
理

す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

第
二
に
、
部
落
団
体
等
か
ら
の
要

望
事
業
や
町
が
計
画
し
て
い
る
事
業

全
て
を
当
初
予
算
に
計
上
し
、
年
度

途
中
か
ら
の
事
業
の
割
り
込
み
を
一

切
認
め
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
な
ど

で
す
。
今
年
は
、
町
創
立
四
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
あ
り

ま
す
が
、
五
項
目
の
重
点
事
項
を
掲

げ
、
具
体
的
に
、
積
極
的
に
取
り
組

み
、
肱
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
ス

ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
豊
か
な
町
・
明
る

い
健
康
な
町
・
教
育
と
文
化
の
町
を

目
指
し
て
、
さ
ら
に
努
力
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

の

町

町民1人当だり
一般会計 ＿

〔58.3.31現在〕

税

歳出額

人口 3,903 

戸数 1,0 7 2 

23,638円

404,816円
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仕
事
を
ふ
や
し
潤
い
と

活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を

肱
川
町
議
会
三
月
定
例
会
は
、

三
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
五
日
間
と
定
め
て
、
町
長
発

議
の
十
九
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
議
長
発
議
の
二
議
案

も
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

な
お
新
年
度
に
の
ぞ
む
町
長

の
所
信
表
明
を
は
じ
め
、
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
及
び
議
決
し

た
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

来
る
べ
き
新
年
度
は
、
昭
和
十
八

年
四
月
に
宇
和
川
村
、
大
谷
村
、
河

辺
村
の
合
併
に
よ

っ
て
、

肱
川
村
か

発
足
し
て
以
来
四
十
周
年
を
迎
え
る

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

私
は
議
会
を
は
じ
め
、
全
町
民
の

ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
私

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
使
命
と
責
任
の

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
今

新
し
い
商
業
形
態
を

重
大
さ
を
認
識
し
て
、
町
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
新
春
に
議
員
各
位

と
共
に
、
大
型
農
道
に
取
り
組
む
方

針
を
決
定
し
ま
し
て
、
こ
れ
を
促
進

す
る
た
め
、
行
政

・
議
会

・
地
元
の

三
者
一
体
と
な
っ
て
強
力
な
運
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
肱
川
町

の
円
満
な
地
域
性
と
誠
意
か
認
め
ら

れ
、
県
当
局
・
関
係
機
関
の
ご
理
解

と
岡
田
県
議
の
ご
尽
力
を
得
ま
し
て
、

農
免
農
道
、
道
野
尾
線
の
予
算
化
も

で
き
、
過
疎
農
道
久
下
線
に
つ
き
ま

し
て
も
、
県
に
お
い
て
ご
配
慮
の
見

通
し
が
つ
い
て
お
り
ま
し
て
、
ご
同

慶
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
‘
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
と
お
り
、
豊
か
な
町

・
明
る
い

健
康
な
町
・
教
育
と
文
化
の
町
づ
く

り
を
念
頭
に
お
い
て
、
自
然
と
生
活

を
ま
も
る
町
政
、
仕
事
を
ふ
や
す
町

政
、
人
づ
く
り
の
町
政
、
そ
し
て
潤

い
と
活
力
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

農
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林

業
振
興
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
関
係

機
関
団
体
と
の
連
け
い
協
調
を
は
か

り
、
山
村
特
別
対
策
事
業
、
新
農
業

構
造
改
善
事
業
、
新
林
業
構
造
改
善

事
業
を
主
軸
に
い
た
し
ま
し
て
、
各

種
の
補
助
事
業
を
と
り
入
れ
、
町
内

各
地
域
の
立
地
を
生
か
し
た
生
産
基

盤
の
整
備
と
、
特
性
を
生
か
し
た
生

産
性
の
高
い
農
林
業
経
営
の
確
立
は

急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

地
元
に
お
き
ま
し
て
も
、
適
切
な
受

け
入
れ
体
制
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

生
産
甚
盤
の
整
備
と

農
林
業
経
営
の
確
立
を

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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三
月
定
例
町
議
会

お
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

国

・
県
の
予
算
も
緊
縮
抑
制
型
で
あ

り
ま
す
の
で
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
議
会
と
共
に
更
に
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

町
道
の
新
設
改
良
舗
装
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
や
部
落
の
意
向

を
と
り
入
れ
、
ほ
と
ん
ど
要
望
ど
お

り
実
施
で
き
る
よ
う
配
慮
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
国
道
・

県
道
の
改
良
促
進
を
強
く
要
望
し
て

道
路
網
と

生
活
環
境
の
整
備
を

の
景
気
沈
滞
ム
ー
ド
の
中
で
は
、
経

営
環
境
は
厳
し
い
も
の
か
あ
り
ま
す

が
、
町
内
で
―
つ
で
も
多
く
の
物
が
つ

く
ら
れ
‘

―
つ

で
も
多
く
の
物
が
売

れ
る
こ
と
か
、
経
営
安
定
の
基
本
で

あ
り
ま
す
の
で
、
商
工
会
と
は
か
り

ま
し
て
、
施
策
を
講
じ
商
工
業
の
伸

展
に
努
め
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

弱
者
対
策
と

予
防
医
療
の
徹
底
を

公
営
住
宅
も
入
居
希
望
者
が
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
し
、
幸
に
敷
地
も
で

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り

上
半
期
に
完
成
さ
せ
て
、
早
期
需
要

に
応
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観

光
資
源
と
施
設
を
生
か
し
て
、
町
民

の
憩
い
の
場
、
安
ら
ぎ
の
場
と
し
、

更
に
町
外
の
観
光
客
に
喜
こ
ば
れ
親

し
ま
れ
る
方
策
を
講
じ
て
、
順
次
開

発
整
備
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。住

民
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

人
、
母
子
、
重
度
心
身
障
害
者
な
ど

い
わ
ゆ
る
弱
者
と
い
わ
れ
る
か
た
が
た

に
対
し
て
、
細
か
い
配
慮
を
し
て
暖
か

い
手
を
差
し
の
べ
る
対
策
を
、
関
係

団
体
と
共
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、

行
政
と
家
庭
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
中
心
と
し
た
、
住
民
総
参
加

で
な
け
れ
ば
、
最
近
の
多
様
化
し
た

住
民
の
要
望
に
は
応
え
ら
れ
な
い
と

存
じ
ま
す
。

住
民
の
健
康
保
持
増
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
老
人
保
健
法
と
の
関
連
も

あ
り
ま
す
が
、
各
種
検
診
の
実
施
と

健
康
隣
組
活
動
に
よ
っ
て
、
予
防
医

療
に
特
に
意
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
保
健
婦
の
確
保
が
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
正
式

自
然
を
生
か
し
た

観
光
開
発
を
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教
育
の
基
本
は
人
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。
教
育
施
設
の
営
繕
と
設
備
の

充
実
に
意
を
も
ち
い
、
基
礎
学
力
の

向
上
と
人
間
性
豊
か
な
、
児
童
生
徒

に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
化
が
、
現
在
全
国

的
に
重
大
な
関
心
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
か
、
幸
い
当
町
に
お
き
ま

し
て
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
次
善
の
策
と

し
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
特
別
な

配
慮
を
し
て
お
ら
れ
、
当
を
得
た
措
置

で
結
構
な
こ
と
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
住

民
の
連
帯
と
協
調
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
公
民
館
を
中
核
と
し
て
、
文
化
団
体

人
間
性
豊
か
な

人
づ
く
り
を

健康管理は血圧測定から…81組1,645人力健康となり組に加入

に
採
用
の
運
び
と
な
り
安
心
い
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
議
員
各
位
か
ら
も
提
言

が
あ
り
ま
し
て
、
検
討
を
し
て
お
り

ま
し
た
、
農
産
物
な
ど
の
直
売
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
‘
一
応
の
結
論
を

出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
町
で
生
産
す
る
も
の
の
附
加
価

値
を
高
め
る
た
め
、
簡
易
加
工
施
設
・

直
販
施
設
・
休
養
利
用
施
設
の
三
つ

を
一
体
化
し
た
も
の
を
、
萩
野
尾
の

国
道
沿
い
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
民
間
の
資
本
と
有
志
の
参

加
を
求
め
ま
し
て
、
仕
事
を
ふ
や
し
、

関
係
農
家
な
ど
の
所
得
を
ふ
や
し
、
そ

し
て
利
用
者
に
も
喜
こ
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
試
み
で
た
い
へ
ん
な
こ
と

特
産
品
の
開
発
促
進
と

農
産
物
の
直
売
を

大
洲
高
校
肱
川
分
校
跡
地
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
団
体
を

は
じ
め
、
住
民
の
大
勢
の
方
か
ら
幅

広
い
ご
提
言
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
る
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
悔
い
を
残
さ
な

い
た
め
慎
重
に
検
討
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
中
に
結
論

を
出
し
て
、
方
向
づ
け
を
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
予
算
編
成
方
針

は
、
町
民
本
位
の
行
政
を
推
進
し
均
衡

の
と
れ
た
町
の
進
展
を
は
か
る
た
め
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
で
き
る

将
来
を
考
え
た

利
用
計
画
を

な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
に
密
着

し
た
社
会
教
育
活
動
や
生
涯
教
育
の
推

進
は
特
に
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

待
望
の
大
洲
高
校
肱
川
分
校
の
校

舎
と
格
技
場
が
完
成
い
た
し
ま
し
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
校
が
今
日
ま

で
果
し
て
き
た
役
割
り
は
実
に
大
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

分
校
の
生
徒
が
増
加
し
、
当
町
の
教

育
向
上
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
確
信

い
た
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
文
化
遺
産

・
郷
土
芸
能
の
継

承
に
つ
と
め
、
新
ら
し
い
文
化
の
創

造
を
め
ざ
し
、
町
民
皆
ん
な
の
協
調

と
意
識
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
当
町
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
で
も
あ
り
、
実
施
に

踏
み
切
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
59年4月には、ここに農産物直売所がオープン（萩野尾予定地）

健
全
な
行
財
政
の
運
営
と
長
期
展
望

に
た
っ
た
町
づ
く
り
の
推
進
を
基
本

姿
勢
と
し
て
、
具
体
的
な
目
標
の
主

柱
を
、
町
民
の
生
活
基
盤
の
整
備
・

地
域
産
業
振
興
・
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
・
大
型
事
業
の
推
進
・
広

報
広
聴
活
動
の
充
実
の
五
つ
と
定
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
の
財
政
は
、
過
去
の
国
債
依
存
体

質
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
税
の
大
幅
な

減
収
か
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

来
年
度
予
算
は
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン

グ
を
採
用
し
た
ほ
か
、
本
年
度
は
公

務
貝
給
与
の
凍
結
な
ど
異
例
の
措
置

が
講
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
地
方
財
政
に
お
い

て
も
、
地
方
交
付
税
の
減
額
、
公
共

事
業
の
抑
制
、
補
助
金
の
削
減
な
ど

大
き
な
影
響
を
う
け
ま
し
た
が
、
当

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
段
で
申
し

．
上
げ
ま
し
た
施
策
遂
行
の
た
め
、

積
極
的
姿
勢
で
臨
む
こ
と
に
い
た
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

予
算
全
体
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

一
般
会
計
は
一
五
億
八
千
万
円
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
二
億
三
百

万
円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
二
千

三
百
二
十
万
円
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計
は
八
百
三
十
四
万
円
、

老
人
保
健
特
別
会
計
は
‘
一
億
一
千

五
百
二
十
万
円
で
合
計
い
た
し
ま
す

と
、
十
九
億
二
千
九
百
七
十
四
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
五
十
七

年
度
の
合
計
予
算
額
は
十
八
億
三
千

五
百
四
十
五
万
円
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
前
年
度
対
比
は
十
・
五
パ
ー
セ

最
近
有
事
の
際
の
対
応
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
。
そ
の
対
策
及

び
職
員
の
指
導
、
研
修
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

消
防
署
へ
委
託
す
る
方
法
が
最
良

と
思
わ
れ
る
か
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

問
◎
防
災
無
線
に
つ
い
て

ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
報
酬
及
び
給
与
な
ど
は
、

原
則
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
度
の
額

を
据
置
き
に
い
た
し
ま
し
た
。

◎
情
報
公
開
に
つ
い
て

問
本
県
で
も
検
討
し
て
い
る
と
、
さ

き
の
県
議
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
当
町
で
も
検
討
さ
れ
て
は
ど

う
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
国
民
の
知
る
権
利
、
開
力
れ
だ

行
政
を
ね
ら
い
と
し
て
、
山
形
賑

金
山
町
ガ
公
開
に
踏
み
切
り
、
本

票
で
も
吃
和
五
十
五
年
度
力
ら
検

討
さ
れ
て
い
る
。

し
力
し
、
現
実
に
公
開
可
る
と

な
る
と
、
公
開
可
べ
き
文
書
と
非

公
開
文
書
と
の
区
別
、
フ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
⑮
人
の
企
業
秘
密
、
犯
罪

の
予
防
、
公
共
の
安
全
等
刀
の
閥

題
ガ
⑦
り
蘭
単
に
は
い
力
な
い
。

将
来
は
当
然
取
り
組
ま
ざ
る
を

得
な
い
肉
題
で
あ
る
と
は
思
っ
て

い
る
ガ
、
現
在
の
と
こ
ろ
可
ぐ
に
検

討
に
入
る
考
え
は
も
っ
て
い
な

¥
o
 

し
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答
ご
指
摘
の
と
お
り
十
分
に
対
応

で
き
な
力
つ
だ
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
申
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
合
後
の
職
員
の

指
導
研
修
を
十
分
に
行
い
、
責
任

と
自
覚
を
高
め
、
有
事
の
際
の
対

応
ガ
十
分
に
で
き
る
よ
う
に
し
だ

い
と
思
っ
て
お
り
ま

d
。

な
お
消
防
署
へ
の
移
管
に
つ
い

て
は
、
五
百
万
円
力
ら
六
百
万
円

の
予
算
を
助
要
と
い
だ
し
ま
す
の

で
、
現
在
の
機
00

翌
を
十
分
に
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
、
指
導
研
修
を

行
う
べ
く
、

す
で
に
過
口
の
災
害

ガ
発
生
し
て
以
来
実
施
し
て
い

る
。

問
昨
今
小
中
学
生
の
不
良
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
教

員
の
地
元
居
住
が
、
是
非
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
教
育

長
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

答
ご
意
貝
ご
も
っ
と
も
で
、
私
も

阿
感
で
あ
り
ま
す
。

生
徒

一
人

一
人
の
家
庭
の
事
情

を
良
く
知
っ
て
、
指
導
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
り
、
予
子
林
小
学
校

の
よ
う
に
、
校
長
先
生
以
下
全
員

ガ
地
元
居
住
さ
れ
る
こ
と
ガ
望
ま

し
い
。
し
力
し
、
大
洲
市
内
や
内
子
町

方
面
力
ら
で
も
、
二
十
分
力
ら
三

十
分
程
度
で
遅
勤
ガ
可
能
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
全
巽
に
単
身
赴
任

せ
よ
と
も
い
え
な
い
実
情
で
あ
る

ガ
、
狂
身
の
教
蔀
に
つ
い
て
は
、

◎
教
職
員
の
地
元
居
住
に
つ
い
て

問
以
前
か
ら
所
有
し
て
い
る
町
有
林

及
び
新
規
に
購
入
し
た
町
有
林
に

つ
い
て
、
枝
打
ち
間
伐
等
の
現
況

と
今
後
の
計
画
を
説
明
願
い
た
い
。

な
お
実
施
に
必
要
な
経
費
に
対

す
る
財
源
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お

伺
い
い
た
し
た
い
。

答
町
有
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
と
緊
密
な
迫
絡
を
と
り

更
に
委
託
契
約
を
結
ん
で
菅
理
の

万
全
を
期
し
て
い
る
。

以
前
力
ら
所
有
し
て
い
る
十
六

ヘ
ワ
タ
ー
ル
の
町
有
林
に
つ
い
て

も
、
年
次
計
画
に
よ
り
施
業
し
て

い
る
ガ
、
IEl岳
山
分
に
つ
い
て
は

作
業
追
未
開
殷
の
だ
め
施
業
ガ
あ

く
れ
て
い
だ
ガ
、
本
年
度
力
ら
施

工
で
き
る
こ
と
に
な
っ
だ
の
で
、

工
事
の
進
捗
に
併
せ
て
施
業
計
画

に
基
づ
い
て
、
実
施
可
る
考
え
で

あ
る
。
新
規
に
購
入
し
た
町
有
林
二
十

八
ヘ
ワ
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
肝

年
六
自
定
例
会
時
の
議
員
協
議
会

に
お
い
て
説
嗚
し
だ
、
施
業
計
画

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
あ
り
、
的

和
五
十
七
年
度
分
の
下
刈
・
除

伐
・
造
林
各
三
ヘ
ワ
タ
ー
ル
に
つ

い
て
も
酎
画
ど
あ
り
合
月
中
に
完

了
す
る
貝
込
み
で
あ
る
。

な
お
財
源
に
つ
い
て
は
、
当
初

◎
町
有
林
の
管
理
に
つ
い
て

事
情
の
許
す
限
り
校
下
に
居
住
し

放
課
後
の
ワ
ラ
フ
活
動
な
ど
の
、

指
導
も
で
き
る
よ
う
な
配
慮
も
し

て
い
る
。

問
災
害
発
生
の
場
合
、
現
場
へ
出

動
す
る
団
員
と
、
待
機
し
て
い
る

団
員
と
が
、
同
額
の
出
動
手
当
で
は

不
公
平
で
あ
る
と
思
つ
が
ど
う
か
。

答
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
分
団

長
会
に
お
い
て
協
議
し
、
更
に
都

内
の
会
合
で
も
協
議
の
う
え
、
統

ー
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
場

出
動
団
員
と
待
機
し
て
い
る
団
＝
貝

と
の
区
分
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま

◎
消
防
団
員
の
出
動
手
当
及
び
配

置
に
つ
い
て

問
以
前
に
質
問
し
た
町
内
で
の
自

給
野
菜
の
生
産
状
況
及
び
学
校
給

食
用
と
し
て
の
、
利
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
肝
年
九
月
の
定
例
会
に
お
い
て

0
間
報
告
は
い
だ
し
て
お
り
ま
弓

ガ
、
そ
の
後
生
産
農
家
は
一
戸
増

加
し
て
十
二
戸
と
な
り
、
栽
培
し

て
い
る
野
菜
は
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ベ
ッ
、
タ
マ

ネ
ギ
、
コ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど

と
な
っ
て
あ
り
ま
す
。

学
校
結
〈
良
セ
ン
タ
ー
ヘ
は
、
肝

年
六
月
力
ら
合
年
の
二
月
ま
で
に

合
わ
せ
て
干
三
百
キ
ロ
ワ
ラ
ム
程

度
の
出
荷
を
し
て
お
り
ま
す
。

◎
青
少
年
対
策
に
つ
い
て

◎
町
内
の
自
給
野
菜
の
生
産
状
況

に
つ
い
て

◎
土
木
工
事
現
場
の
整
理
整
と
ん

に
つ
い
て

水
力
発
電
所
交
付
金
を
充
当
す
る

予
定
で
あ
っ
だ
ガ
、
国

・
県
の
理

解
ガ
得
ら
れ
な
力
つ
だ
の
で
、
他

の
事
業
の
財
源
を
振
り
替
え
充
当

可
る
こ
と
に
し
だ
。

せ
ん
。な
お
合
後
の
出
動
態
勢
に
つ
い

て
は
、
団
長
及
び
分
団
長
と
十
分

に
協
議
の
う
え
進
め
て
い
き
だ
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
受
注
業
者
は
、
工
事
の
責
任
施

工
は
も
と
よ
り
、
工
事
中
及
び
エ

事
完
了
後
の
整
理
整
と
ん
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
部
に
は
不

心
得
な
業
者
が
見
受
け
ら
れ
る
。

町
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
指

導
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
町
に
お
い
て
は
、
工
事
発
注
時

及
び
完
了
検
査
時
に
は
、
特
に
注

意
を
し
て
い
る
ガ
、
今
後
十
分
注

意
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
厳
し
く
指
導
し

て
い
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

問
校
内
暴
力
等
が
、
最
近
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
肱

川
中
学
校
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題

は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

答
肱
川
中
学
校
に
お
い
て
は
、
校

内
暴
カ
ガ
起
き
る
よ
う
な
気
配
は

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

校
内
暴
カ
ガ
発
生
す
る
前
兆

は
、
阪
装
の
乱
れ
、
生
活
の
乱

れ
で
あ
る
ガ
、
肱
川
中
学
校
の

生
徒
は
、
じ
ゅ
ん
ぽ
く
で
、
ま
じ

め
な
生
徒
ガ
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

心
配
は
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

緊
急
連
絡
貝
を
廃
止
す
る
た
め
に

条
例
を
整
備
さ
れ
た
。

◎
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

不
適
当
な
用
語
を
改
め
ら
れ
た
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
、

車
両
等
運
営
特
別
会
計
、
町
営
墓
地

運
営
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
一
般
会

計
で
処
理
す
る
こ
と
に
さ
れ
た
。

◎
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

◎
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
設
置
条

例
の
制
定

郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
を
大
谷
地

区
へ
設
置
す
る
た
め
に
、
条
例
を
制

定
さ
れ
た
。

地
方
公
務
貝
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月

二
十
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

職
員
の
定
年
を
六
十
歳
と
す
る
た
め

に
条
例
を
制
定
さ
れ
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
増
額
に
伴
い

基
金
の
額
を
、
八
十
万
円
増
額
し
総

額
を
、
七
百
九
十
万
円
と
さ
れ
た
。

◎
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
条
例

の
一
部
改
正

◎
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
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仕
事
を
ふ
や
す
町
政
Il

こ
れ
は
大

野
町
長
の
公
約
の
―
つ
で
す
。

そ
の
一
貫
と
し
て
町
長
自
身
考
え
、

温
め
て
き
た
特
産
物
な
ど
の
開
発
推

進
事
業
を
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
専
任
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
当
町
に
と
っ
て
懸
案
で
あ
っ

た
保
健
婦
の
確
保
に
つ
い
て
も
解
決

し
、
高
齢
者
の
多
い
町
民
の
健
康
管

理
・
増
進
に
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

職
員
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
）
内
は
旧
任

▽
税
務
課
長
兼
税
務
係
長
・
中
野

博
司
（
税
務
課
長
）
▽
企
画
課
長
補

佐
1
1
特
産
開
発
推
進
事
業
担
当
1
1
.

上
岡
茂
（
企
画
課
長
補
佐
心
得
兼

進
事
業
担
当
係
を
新
設
]

四
月
一
日
付
で
九
人
が
異
動

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
た
た
め

に
廃
止
さ
れ
た
。

◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
強
化

に
関
す
る
陳
情

◎
老
人
医
療
費
給
付
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

給
与
等
常
勤
職
員
と
の
調
整
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
民
館
長
を

こ
の
条
例
か
ら
除
外
さ
れ
た
。

土
地
改
良
法
に
よ
り
、
県
営
土
地

改
良
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

事
業
費
の
十
六
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
を
町

費
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
町
道
等
の
路
線
認
定

町
道
二
路
線
、
農
道
十
一
路
線
、
林

道
一
路
線
、
総
延
長
五
千
四
百
メ
ー

ト
ル
が
新
し
く
認
定
さ
れ
た
。

◎
県
営
道
野
尾
農
道
新
設
工
事
に

対
す
る
土
地
改
良
法
の
規
定
に
採
択
し
て
、
意
見
書
を
関
係
方
面

よ
る
負
担
金
の
負
担

へ
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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企
画
係
長
）
▽
企
画
係
長
・
飛
野
弘

幸
（
会
計
係
長
）
▽
出
納
室
会
計
係

•

北
川
敬
恒
（
農
林
課
技
師

）

ー
教
育
委
員
会
一

▽
大
谷
幼
稚
園
教
諭
・
重
岡
美
須

寿
（
正
山
幼
稚
園
）
▽
正
山
幼
稚
園

教
諭
•
宮
脇
壽
子
（
予
子
林
幼
稚
園
）

一

新

採

用

一

▽
町
民
課
保
健
衛
生
係
‘
保
健
婦

・
高
田
豊
子
▽
岩
谷
幼
稚
園
教
諭

・
寺
野
真
由
美
▽
予
子
林
幼
稚
園

教
諭
・
和
気
幸
恵

一

退

職

一

三

月

三

十

一

日

付

▽
澤
田
千
尋
（
大
谷
幼
稚
園
）

ゞ

町
議
会
議
員
山
口
清
政
氏

（
五
十

九
歳
）
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
以

来
、
連
続
四
期
当
選
さ
れ
、
そ
の
間

に
お
い
て
産
業
委
員
長
及
び
監
査
委

員
等
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

よ
り
、
自
治
功
労
者
と
し
て
、
晴
れ

の
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
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今
年
の
四
月
一
日
よ
り
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1

[
覧
む
望
曇

1

-

亭今

9
 

9
 

一
0
 

8

川
町
の
保
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勤
務
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0
 

一

0
 

一

一

せ
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い
た
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こ
と
に
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ま
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私

は
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内
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出
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が
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し
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0
 

°

何
分
に
も
未
熟
な
私
で
す
が
一
日
も
早
く
肱
川
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の
皆
様
の

一

一
9
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先
輩
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健
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の
和
田
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を
は
中
に
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、
地
道
に
歩
ん
で
一
一
9
 

0
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じ
め
、
ま
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り
の
か
た
が
た
に
支
ゆ
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た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

一

9
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つ

も
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固

よ

た

き

に

線

か

、

い

業

さ

営

い

巻

所

電

か

で

乾

に

た

、

れ

い

f

II

し
ま

く

線

れ

が

倒

な

；

ぎ

ょ

。

電

離

し

に

れ

連

鹿

こ

カ

う

、

分

流

線

触

ゞ

防

ぃ

よ

が

十

き

電

を

へ

電

る

を

ょ

し

し

ら

吹

ヵ

手

店

国

よ

の

ま

流

か

や

竿

に

業

四

こ

故

も

し

き

線

り

、

対

営

(

ヵ

の

に

吹

電

。

ぽ

り

絶
、

よ

電

川

事

製

の

や

、

う

の

た

ぼ

電

[

紅

い

い

ぃ

夏

:

二

疇

は

木

の

ぬ

ま

一

き

と

の

竿

や

鯉

か

て

万

巻

た

り

の
感

鯉

°

o

※

よ

-て=---- --• 

岩日議長から表彰状の伝達を受ける山口議員（右）

性
に
く
ら
べ
て
進
行
の
早
い
の
が

特
徴
で
、
子
供
で
も
起
こ
り
ま
す
。

手
術
を
し
て
白
く
濁
っ
た
も
の

を
と
っ
て
し
ま
え
ば
視
力
を
回
復

で
き
ま
す
が
、
糖
尿
病
の
人
は
普

通
の
人
と
比
べ
て
細
菌
の
感
染
が

起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
炎
症
が

強
く
な
り
や
す
い
の
で
、
｀
手
術
前

に
十
分
に
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

夕
暮
れ
ど
き
な
ど
、
薄
暗
く
な

る
と
物
が
よ
く
見
え
な
い
、
ま
た

物
か
二
つ
に
も
三
つ
に
も
見
え
る

こ
と
が
あ
る
な
ど
、
「
お
か
し
い
」

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
眼
科
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
性
白
内
症

糖
尿
病
は
、
今
で
は
う
ま
く
生

活
管
理
を
す
れ
ば
、
病
気
は
あ
っ

て
も
健
康
な
人
と
同
じ
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

注
意
し
た
い
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
合
併

症
で
す
。
な
か
で
も
「
糖
尿
病
は
ま

ず
目
に
来
る
」
と
い
わ
れ
る
は
ど
、

目
の
合
併
症
が
多
い
よ
う
で
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
網
膜

症
で
す
が
、
白
内
症
も
油
断
で
き

ま
せ
ん
。

白
内
症
は
、
俗
に
白
そ
こ
ひ
‘

と
も
い
い
、
水
晶
体
（
目
の
中
で
レ

ン
ズ
の
役
を
す
る
）
が
白
く
濁
る
病

気
で
す
。
糖
尿
病
性
の
も
の
は
老
人

口

医

学
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し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
町
民
主
体
の
行
政
を
推

進
し
、
均
衡
の
と
れ
た
肱
川
町
の
発

展
を
図
る
た
め
、
健
全
な
行
財
政
の

運
営
と
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
町
づ

く
り
に
総
力
を
あ
げ
、
豊
か
な
町

・

明
る
＜
健
康
な
町

・
文
化
と
教
育
の

町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
四
十
周
年
を
記
念
し
て

功
労
者
表
彰
か
行
わ
れ
、
長
年
町
民

の
模
範
と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
冨
永
廣
さ
ん
、
山
内
利
政
さ

ん
、
香
川
亀
久
次
郎
さ
ん
の
三
人
の

か
た
に
「
町
功
労
賞
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

へ
き
地
教
育
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
安
川
正
則
さ
ん
を

は
じ
め
九
人
の
か
た
に
感

謝
状
と
、
町
内
八
十
八
歳

以
上
の
お
年
寄
り
四
十
二

人
に
金
盃
（
き
ん
ぱ
い
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
式
典
で
は
‘

四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

五
十
年
と
百
年
後
に
開
け

る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
収

納
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に

は
、
町
内
の
様
子
を
写
し

町内外から多数の来賓を迎えて行われた記念式典

〗 i、 1 1 創立40周年記念式典 1 |
日み
まるはれの ” 公十近団午記を
でだ→たス

道→

のけ過式口鱈闘館
民人隣体前念観肱
を町の十式っ川

歩で去典］ぬ町で招村代時典町町
みな四でガさの行待長表かが創の
をく十 ‘ン せ土
ど‘年大か‘ →れ

しなをら四立”
／／ f'- まてどは町月四四

元喜四喜胄塁拿；開竺と塁百贔ふ
か世歩長らしけち町百‘種‘年“

町功労賞を受けられる冨永廣氏

た
写
真
ア
ル
バ
ム
や
町
内
の
小
中
学

生
の
作
文
・
穀
物
の
種
な
ど
の
は
か
、

記
念
式
典
に
出
席
さ
れ
た
か
た
と
町

内
の
か
た
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
「
後

世
に
残
す
こ
と
ば
」
も
い
っ
し
ょ
に

納
め
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は

四
月
十
五
日
に
鹿
野
川
園
地
に
建
て

ら
れ
る
四
十
周
年
記
念
碑
の
下
に
埋

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
式
典
の
あ
と
は
、
肱
川
分

校
跡
で
鹿
野
川
花
ま
つ
り
の
開
幕
式

と
四
十
周
年
記
念
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
‘
は

る
ば
る
伊
豫
市
か
ら
伊
豫
之
二
名
島

扶
桑
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
特
別

出
演
も
あ
り
、
鮮
や
か
な
バ

チ
さ
ば

き
と
扶
桑
太
鼓
の
力
強
い
響
ぎ
は
、

新
し
く
出
発
し
よ
う
と
す
る
肱
川
町

の
鼓
動
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
鹿
野
川
花
ま
つ
り
の
開

幕
と
肱
川
町
創
立
四
十
周
年
を
祝
う

ー
（
敬
称
略
）
ー

0

冨

永

廣

(85
歳
1
1

上
鹿
野
川
）

観
光
開
発
に
貢
献
。

0
山

内

利

政

(74
歳
1
1

下
鹿
野
川
）

地
方
自
治
振
興
と
農
業
振
興
に

貢
献
。

0
香
川
亀
久
次
郎

(70
歳
1
1

広

常

）

林
業
振
興
と
消
防
活
動
に
貢
献
。

0
安

川

正

則

(75
歳
1
1

協

生

）

へ
き
地
教
育
振
興
に
貢
献
。

0
中

岡

義

信

(74
歳
1
1

嘉

城

）

地
域
の
生
活
環
境
改
善
に
貢
献
。

＠
感
謝
状

＠
功
労
賞

受
賞
さ
れ
た
か
た
が
た

も
ち
ま
き
を
行
っ
て
記
念
行
事
を
終

わ
り
ま
し
た
。

肱
川
町
の
新
し
い
出
発
を
告
げ
た
扶
桑
太
鼓

●明治22年12月
中津、橡谷、植松、川崎、宮谷、

横山村が合併して奥南村となる 。

●明治23年 1月 1日
宇和川村、名荷谷村、中居谷村が

合併して宇和川村となる 。

●明治42年 4月 1日
山鳥坂村、奥南村が合併して河辺

村となる 。

●昭和18年 4月 1日
上浮穴郡浮穴村を廃し、内大字北

平、大字川上の区域が河辺村に編

入された。

●昭和18年 4月29日

河辺村、宇和川村、大谷村が合併

して肱川村をつくる。

●昭和23年 4月 1日
旧宇和川村のうち大貸、香路部落

が分離して大川村、 （現大洲市）に

編入した。

●昭和26年 1月 1日
［日河辺村の一部が分離して河辺村

をつくる。

●昭和30年 2月11日
東宇和郡横林村及ぴ貝吹村のそれ

ぞれ一 部を合併する 。

●昭和34年 11月 3日
町制を施行し現在に至る 。

0
亀

田

美

登

(70
歳
1
1

下
鹿
野
川
）

公
共
用
地
取
得
に
貢
献
。

0
福

田

政

章

(69
蔵
1
1

町

）

生
活
道
路
整
備
に
貢
献
。

0
森

本

鶴

雄

(67歳
1
1

小

藪

）

民
生
・
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢

献。

0

下

石

政

美

(67
歳
1
1

上
嵯
峨
谷
）

民
生
・
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢

献。

0
赤

岩

繁

喜

(66
歳

汗

生

）

文
化
財
保
存
•
発
掘
に
貢
献
。

0
松

本

藤

寿

(64
歳
1
1

上
鹿
野
川
）

果
樹
振
興
に
貢
献
。

0
永

田

茂

喜

(60
歳
1
1

中
居
谷
）

地
方
自
治
振
興
に
貢
献
。
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昭和57年度 目で見る‘まちづくり、
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

肱
川
町
は
‘
健
康
で
明
る
＜
住
み
よ
い
町
、

そ
し
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
豊
か
な

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
も
こ
れ
ら
の
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
生
産
基
盤

の
整
備
を
は
じ
め
、
文
化
の
町
づ
く
り
の
た

め
の
、
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
の
新
設
、
環

境
を
よ
く
す
る
た
め
の
道
路
・
住
宅
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
今
年
度
完
成
し
た
い
ろ

い
ろ
な
事
業
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
写
真

で
捨
っ
て
み
ま
し
た
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

⑨白石地区圃場整備 受益面積2.2ha ・受益戸数5戸・事業費26,640千円

ニ
⇔
町
営
住
宅
中
野
団
地

~
木
造
2

階
建
・
延
べ
面
積
6
5

而

(
1戸
）

~
2
棟
4

戸
・
事
業
費
4
5

、

6
9
7

千
円

〶岩谷～正覚線舗装工事
L =773.0 m ・ W =3.5 m 

事業費15,000千円
................................................................................. 

:....................................... 

］瓜畦 ⇔ 
：農産物集出荷施設

： 延べ面積249.25m'
： 事業費10,000千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 

⇔敷水農道新設工事 i
L =1,258.0 m 

W =4.0 m 

事業費194,816千円 ： 

•··· ..................... .. ......... .... : 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

郷土文化 ⇔ 
保存伝習施設

： 木造平家建
： 延ぺ面積150m'
： 事業費20,000千円
-.................................. 
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タケノコ栽培講習会（講師・大洲農業改良普及所和田課長）

去
る
四
月
五
日
（
火
曜
日
）
午
後

二
時
よ
り
肱
川
農
林
会
館
会
議
室
に

お
い
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
肱
川
農

協
タ
ケ
ノ
コ
部
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

肱
川
町
役
場
よ
り
二
宮
課
長
補
佐
、

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
和
田
課

長
、
池
田
主
査
を
迎
え
、
部
会
会
員

二
十
五
人
、
農
協
役
職
員
四
人
参
加

の
も
と
で
開
会
さ
れ
、
神
井
部
会
長
、

鉾
岩
組
合
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
祝

辞
を
受
け
、
議
長
に
神
井
恵
一
郎
氏

を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
、
昭
和
五
十
六
•
五

十
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
承

認
に
つ
い
て
、
第
二
号
議
案
、
昭
和

五
十
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

昭
和

57

に
つ
い
て
、
か
順
次
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画
は
次

の
通
り
で
す
。

曰
事
業
方
針

伐
竹
•
更
新
・
親
竹
の
先
止
め

な
ど
タ
ケ
ノ
コ
園
の
管
理
に
努
め

良
質
品
の
早
期
出
荷
に
よ
る
有
利

販
売
を
実
施
す
る
。
加
え
て
加
工

原
料
を
確
保
す
る
。

タ
ケ
ノ
コ
モ
デ
ル
園
の
充
実
を

は
か
り
、
栽
培
管
理
講
習
・
先
進

地
視
察
研
修
等
を
行
な
い
タ
ケ
ノ

コ
生
産
の
増
収
を
は
か
る
。

□重
点
事
業
計
画

①
先
進
地
視
察
研
修

②
栽
培
管
理
講
習

③
タ
ケ
ノ
コ
モ
デ
ル
園
の
充
実

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
を

表
口
に
、
町
内
タ
ケ
ノ
コ
モ
デ
ル
園

を
表
口
に
示
し
ま
す
。

次
に
第
三
号
議
案
の
役
員
改
選
で

は
、
部
会
長
に
中
居
喜
代
光
氏
、
副

部
会
長
に
池
田
真
市
氏
、
監
事
に
寺

岡
福
男
氏
と
川
本
寅
一
氏
の
各
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
本
年
度
よ
り
各
地
区
別
に
連
絡

員
さ
ん
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
本

所
地
区
石
尾
徳
教
氏
、
大
谷
地
区
堀

末
男
氏
、
宇
和
川
地
区
藤
原
留
雄
氏

予
子
林
地
区
宮
田
義
盛
氏
の
各
氏
に

就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表2 町内タケノコモデル園
場所 所有者名 面積

汗生 池田真市 20 a 

＂ 
森末一 10 a 

上森山 金田賢三 10 a 
山槌 桜妥田 博 10 a 
共栄 思田重夫 10 a 
上石丸 亀井定市 10 a 
白 石 寺岡福男 10 a 
岩谷 藤高登 10 a 

” 富永龍蔵 10 a 計 9名 100 a 

以
上
、
第
三
号
議
案
ま
で
審
議
を

頂
き
、
総
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
、
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

で
昨
年
度
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
光

宗
主
査
に
変
っ
て
肱
川
担
当
に
な
ら

れ
た
池
田
昭
雄
主
査
の
紹
介
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
引
き
続
き
、
同
改
良
普
及

所
の
和
田
課
長
さ
ん
よ
り
、
タ
ケ
ノ

コ
栽
培
講
習
が
な
さ
れ
、
出
席
者
全

員
で
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

栽
培
地
の
選
定
か
ら
親
竹
の
管
理
、

施
肥
基
準
に
至
る
ま
で
詳
細
な
講
義

内
容
で
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
に
つ
い
て
は

良
く
理
解
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
タ
ケ
ノ
コ
の
市
場
向
け

及
び
加
工
向
け
出
荷
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
閉
会
致
し
ま
し
た
。

円

円

越

1

繰

り

り

位

算

渾

要

当

よ

要

予

kg

度

成

1

年

会

外

摘

助

量

57

摘

費

度年
協

荷

和

修
農

出

昭

総

研
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5
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財

算

000000000317317

算

000000317317
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100602254416
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10025066416

の

目

金

費
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計
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目

費

費

費
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1
入

成

収

越
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備
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＇ ＇ 

フ
し
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＇ 
ー

，
シ
ュ
多

＂ ＇ 

｀
 

＇ ＇ ＇ 
日

＇ 
ーーー

＂ ＇ ＇ ＇ ＇ 
曰ー

＇ ＇ ＇ 

石

河

健

次

(18歳）

日

＇ ．．
． 
＇ ＂ ＇ ＇ 

cc
 

＇ ＇ 
日ーI
 ＇ 

贔`
｀

＇ 

羞
謳

ー

＇ 

去
る
三
月
に
大
洲
農
高
を
卒

＇ ＇ ＇ ，
 
＇ ＇ ＇ ＇ 

業
し
四
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
、

，
 
＇ ＇ ＇ 
ー

，
 
，
 
＇ ＇ 血
肱
川
農
協
に
就
職
致
し
ま
し
た
。

＇ ＇ ，
 
＇ ，
 
一
職
務
は
農
機
具
セ
ン
タ
ー
勤
務

＇ ＇ ＇ ＇ 一
で
ま
だ
ま
だ
何
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
一
生
懸
命
先
輩
の

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 
ー

＇ 一
方
々
に
ご
指
導
を
受
け
頑
張
る

，
 

I
 ＇ [
つ
も
り
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

ー

＇ 
i

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 一

亀

井

由

里

(20歳）

＇ 

c
 

ー

＇ 

私
ゞ
ヽ

一

三

月

ま

で

学

生

だ

っ

た

カ

ー

＇ ＇ [
社
会
に
出
て
も
う
一
ヶ
月
が
過

＇ ＇ 一
ぎ
ま
し
た
。

，
 
＇ ＇ 

農
協
に
就
職
し
始
め
は
見
る
も

＇ 
ー

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 一
の
聞
く
も
の
全
て
が
珍
し
く
、
慣

ー

＇ ＇ 匝
れ
な
い
せ
い
も
あ
り
失
敗
の
連
続

ー

一
で
迷
惑
の
か
け
っ
ぱ
な
し
で
し

ー

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 
4^-————•-=-——-•-=-_-Z-=-—-.^-

u-=-—'—————-' 

ー

＇ ＇ 
ー

＇ 
曰

＇ 
ー

＇ 
ー曰

＇ 
ー

＇ ＇ 
日ー

＇ ＇ ＇ 

新
人農
協
職
員
紹
介
一
＇ ＇ ＇ 
ー日

＇ ＂ 

こ。

I

＇ ＇ 
ー

t
 

ー日

こ
れ
か
ら
は
、
一
日
も
早
く
一
＇ ＇ ＇ ＇ 

仕
事
に
慣
れ
、
農
協
職
員
と
し
一
＇ ＇ 

て
の
自
覚
と
誇
り
を
胸
に
頑
張
っ
[

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
一ー
＇ ＇ 
ー

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
一ー
＇ 
ー

＇ 
ー

い
た
し
ま
す
。

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 
I
 
ー9
 ,
 
＇ ＇ ＇ 

河
野
ゆ
か
り

(18歳）

＇ 
ーー

＇ ＇ ＇ 
ー

＇ 

富`

93
”

-
＇ ＇ ＇ 

¥
r
1
"
 

乞
享

勺
―
}こ
亨
賣
疇·

-
•

N

`
-`

[
•
1
ゃ
喜
4

1
1

池
，＇

L

ノ
；＂
‘レ翌

1

，

ゃ

'

＇ ＇ ＇ 

•\̀— 
＇ 
ー

＇ ＇ 
ー

＇ 
ー

＇ ＇ ＇ ＇ 

三
月
か
ら
農
協
へ
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
早
く
も
一
ヶ
月
が
過
一
＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

ぎ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
今
だ
に

11＇ ＇ 

学
生
気
分
が
抜
け
き
ら
ず
社
会
血
＇ ＇ 

人
と
し
て
何
―
つ
ま
と
も
に
で
一ー
＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

き
な
い
状
態
で
す
。

＇ 

学
生
時
代
と
違
い
、
縦
の
関
一
＇ ＇ 
ー

係
で
成
り
立
っ
て
い
る
所
な
の
一

で
、
言
葉
使
い
と
か
、
応
待
の
[＇ 
ー

＇ 

仕
方
な
ど
と
ま
ど
う
こ
と
だ
ら
一ー

け
で
す
。

け

れ

ど

早

く

そ

う

一
＇ 
ー

い
っ
た
こ
と
に
慣
れ
、
ぎ
ち
ん
血
＇ 

と
し
た
社
会
人
、
農
協
職
員
に
[

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
一
＇ ＇ ＇ 
ー

か

よ

ろ

し

く

お

顧

い

致

し

ま

一
＇ 

0

"

 

＇ 
ー

＇ 

す

＇ ＇ ＇ 
ー

＇ 
ー

―̂-＝-―.^-
__ -N

.
ー
-
＝

m
.
―
―
-
＝
-
N
.
-
＝

-
m
.
＿
-
＝
=
z
―
―
―
-
N
.
ー
-
＝
=
z
―
-
=
-
＿
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=
-
―
-
N
.
＿
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＝
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繁
殖
牛

＇
生
産
地
視
察
研
修

こ
の
た
び
、
繁
殖
牛
生
産
農
家
十
五

人
に
よ
る
生
産
地
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。
こ
れ
は
町
内
に
お
い
て
の
仔
牛

生
産
を
目
的
と
し
た
も
の
で
一
昨
年

に
引
き
続
い
て
第
二
回
目
で
あ
る
。

一
行
は
一
泊
二
日
の
予
定
で
肱
川

町
と
は
は
同
じ
立
地
条
件
に
あ
る
宮

崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
の
繁
殖
牛

生
産
農
家
を
視
察
し
た
。
視
察
途
中

に
お
い
て
、
田

・
畑
の
畦
畔
が
き
れ

い
に
刈
り
取
ら
れ
て
い
る
の
に
は
さ

す
が
に
感
心
さ
れ
た
様
子
、
そ
の
上

山
の
傾
斜
面
に
は
、
肱
川
町
で
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
秋
草
の
「
ク

ロ」

か
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
何
年
前
の
肱

川
町
の
農
家
の
在
り
方
を
思
い
出
さ

れ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

や
や
も
す
る
と
荒

廃
か
ち
な
畦
畔
と

は
う
っ
て
変
っ
た

違
い
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
様

な
景
観
を
眺
め
な

か
ら
繁
殖
農
家
へ

到
着
。話
に
は
聞
い
て

い
た
が
「
何
ん
じ
ゃ

こ
ん
な
飼
い
方
か
」

一
戸
の
飼
育
頭
数

は
多
い
農
家
で
六

i
七
頭
と
い
っ
た

所
で
あ
る
が
視
察

先
農
家
の
説
明
に

聞
き
入
る
中
で
一

頭
の
素
牛
価
格
を

二
百
六
万
円
と
聞

い
て
驚
き
の
声
で

あ
る
。
「
そ
れ
は
ど

の
値
段
で
売
れ
る

牛
な
ら
売
っ
て
自
動
車
で
も
買
い
替
え

な
っ
た
ら
ど
う
じ
ゃ
ろ
」
腔
川
町

へ

は
、
こ
が
い
高
い
牛
を
買
っ
て
帰
っ

て
子
を
生
ま
し
て
も
そ
れ
は
ど
の
値
う

ち
で
は
売
れ
ん
ぞ
よ
」
の
声
も
チ
ラ

ホ
ラ
。研
修
の
中
で
は
粗
飼
料
飼
育
で
購

入
飼
料
費
の
少
な
い
こ
と
を
聞
い
た
り

毎
日
日
光
浴
を
さ
す
大
切
さ
を
聞
い
た

り
し
て
な
る
程
と
い
っ
た
感
じ
。
ど
の

農
家
へ
行
っ
て
も
同
じ
説
明
で
良
質
粗

飼
料
と
日
光
浴
を
す
れ
ば
親
牛
一
頭
で

十
五
産
ぐ
ら
い
ま
で
子
牛
を
取
る
こ

と
が
出
来
る
と
の
こ
と
に
視
察
農
家

も
意
気
込
み

「草
の
確
保
を
先
づ
や

る
事
か
、
肱
川
へ
帰
っ
た
ら
早
速
種

を
蒔
か
に
ゃ
い
け
ん
」
。
「
運
動
場
か

な
い
と
い
け
ん
と
思
っ
て
い
た
が
、

い
け
な
ん
だ
ら
つ
な
い
で
日
に
当
て

る
だ
け
で
か
ま
ん
の
じ
ゃ
な
」
と
言

う
こ
と
で
研
修
を
終
え
た
。

帰
り
途
中
で
「
皆
ん
な
熱
心
な
人

ら
じ
ゃ
け
ん
、
第
一
回
の
繁
殖
農
家

と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
く
れ
る
わ
い
。

こ
れ
な
ら
大
丈
夫
じ
ゃ
」
と
は
大
洲

農
業
改
良
普
及
所
の
先
生
の
弁
。

こ
の
た
び
の
貸
付
制
限
は

一
頭
二
十

九
万
二
千
円
を
限
度
と
し
て
五
年
間
無

利
子
で
貸
し
付
け
を
し
て
、
そ
の
う
ち

に
生
産
さ
れ
た
仔
牛
の
販
売
価
格
の
一

部
を
素
牛
の
償
還
金
と
し
て
当
て
る

の
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
の
一
還
で
あ
る
。

現
在
経
済
連
貸
付
牛
を
募
集
中

で
あ
る
。
六
月
頃
に
導
入
を
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
も
し
希
望
が
あ
る
か
た
は

農
協
指
導
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農協の
（自動車共済）にセットで加入すると
（自賠賣共済） いろいろ有利です。

＇ 
①出共済セット割引があるからです。

〔例〕自家用小型乗用車の場合

［対人賠償共済 1億円）
と

（ 自賠責共済 ） 
に1年間セットで加入されると

になります。

四,口…丞］
のときはお申し出下さい。

農協以外のところから車を賎入する場合、黙っ

ていると他の自賠資保険への加入手続さをと

る場合がほとんどてすので「農協の自賠資共済

を」と申L出て下さい。

その他

お得な割引制度
1．無事故割引

お世話しやすい セットカn人の場合、自動中．共済

、す。自賠責共済との関係 b農協力f

I窓ロ―*|て処理しますから
故処理もすみやかに行なわ

1、共済金のお支払いも素早〈

iなわれるようになります。

苓盆、；ゃ不便

2．農業用貨物車割引 3．総合割引
＊その他、多数割引、集団割引があります
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第303回市 昭和58年3月26日 県森連市より

長さ 未口径 ス ギ ヒノキ マッ その他

7cmT 本 373 本 373
8cm 67 67 松パルプ

4m 12cmJ::. 70 137 18cm_c63 未 口60cm上

18cmJ:. 81 144 24cm....l::77 26円

30cm上 137 266 30cm上91 雑パルプ
7cm下 本 186 本 186 未口 6cm上
8cm上 44 44 24cm 

3m llcmJ:. 44 70 
13cm（二） 77 133 18cmJ::.49 ノゞ リオオ

13cm（元） 116 207 24cmJ:.53 材（松・杉・桧）

18cml: 81 130 30cmJ:.67 長さ 2m

7cm下^ 本 39 本 39
未 口 3~ 6cm 

8cm上 18 18 
1本70円

2m 
16cml:: 39 74 13cm上26 松ハリ材
30cm上 74 126 30cm」:26 16cm-22cm 

6m 13cm（二） 81 231 3m 63円
13cm（元） 119 371 4m 74円

特選
13cm（二） 144 249 5m 88円

13cm（元） 249 546 6m 84円

足場 lm当り20-140円尺当り 7~47円

讐
相変らず出材少なく、松梁．桁材、杉、桧、優良材

に入気集り高値。

肱川町森林組合乾椎茸相場業
1.市売日……昭和58年3月17日

1.販売数量…… 150ケース 3, 101 kg 

1．数量内容及び平均単価

こミ 未曰 信 ドンコ 特用バレ コーコ その 他

数量(kg)1,748 771 501 81 

比率(%) 5 6.3 2 4.8 1 6.1 2.8 

平均単価 6,541 6,372 6,181 4,173 

1．銘柄別価格

名 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 7,990 ドンコ小 5,980 
中厚上 徳用大葉 6,450 

中厚並 7,530 大バレ 6,190 

小 厚 6,820 特用中葉 6,780 
大ウ ス 6,930 中 バレ 6,240 

中ウ ス上 特用小葉 6,120 
中ウ ス 並 6,840 小バレ 5,810 
小ウ ス 6,350 変形大

ジャスミン 5,810 ＇変 形小

ドンコ大 7,230 色 落 5,110 
ドンコ中 6,850 コーコ

昭
和
五
十
五
年

夏
以
降
、
製
材
品

の
需
要
量
及
び
市

況
は
低
迷
し
て
い

る。
こ
れ
は
‘

①

景
気
後
退
に

伴
う
住
宅
着
工

戸
数
の
減
少

②

木

造

比

率

の

低
下

③

製

材

品

輸

入

の
増
加

な
ど
の
構
造
的
要

因
に
よ
る
側
面
が

強
い
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
、
林
業

及
び
製
材
業
界
全

体
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が

要
請
さ
れ
よ
う
。

①

製

材

品

輸

入

の
抑
制

②

国
産
材
及
び

間
伐
材
対
策

③

木

造

住

宅
建

設
の
振
興
に
よ

る
製
材
需
要
の

価
格

概

況

換
起
【
文

献

】

①

調

査

第

53号
（
昭
和

57
年

2
月

28
日）

伊
豫
銀
行
調
査
部

②
愛
媛
県
総
合
林
政
計
画

（
昭
和

57
年

3
月）

愛

媛

県

【

参

考

】

国
内
木
材
流
通
情
報
調
査
速
報（
旬
報
）

(
2
月
下
旬
）

昭
和

58
年

3
月

8
日

翻
日
本
木
材
備
畜
機
構

（
昭
和

58
年
木
材
情
報
第

8
号）

二
月
下
旬
も
末
端
実
需
の
冷
え
込

み
は
続
い
て
お
り
、
荷
動
き
は
全
般

に
鈍
い
。

市
況
全
体
に
影
響
の
大
き
い
米
材
・

南
洋
材
丸
太
に
下
げ
止
ま
り
感
が
出

て
き
て
い
る
。
し
か
し
製
品
実
需
に

迫
力
な
く
、
全
般
に
買
い
方
の
姿
勢

は
必
要
買
い
に
徹
し
て
い
る
。

一
方
、
産
地
か
ら
の
出
荷
は
資
金

需
要
の
面
か
ら
増
え
て
お
り
、
川
上

の
売
り
腰
も
強
く
な
わ
ず
、
市
況
は

引
き
続
い
て
国
産
材

・
外
材
と
も
に

弱
保
合
い
で
あ
る
。

構
譴
不
祝
下
＞ての支
v

杯
稟
瓦

5
製
材
稟

国
産
材
原
木
は
一
部
で
は
降
雪
で

出
材
の
減
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
製
品
市
況
の
不
振
か
ら
買
い
意

欲
も
弱
く
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
も
は

ぼ
全
国
的
に
や
や
弱
気
配
が
続
い
て

い
る
。
と
く
に
ヒ
ノ
キ
は
関
東
・
中

国
を
中
心
に
下
げ
が
目
立
っ
て
い

る
。製
材
に
つ
い
て
は
、
国
産
材
・
外

材
と
も
各
業
種
で
各
品
目
と
も
一
部

小
幅
な
が
ら
値
を
下
げ
て
お
り
、

全
般
に
弱
保
合
い
で
推
移
し
て
い

る
。
と
く
に
ヒ
ノ
キ
柱
角
は
前
旬
に

引
き
続
い
て
値
を
下
げ
る
も
の
が
多

、。
し〇

原
木
市
場

上
げ
は
一
割
、
保
合
い
五
ー
六
割
、

下
げ
は
三

1
四
割
で
前
旬
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
。

〇
製
材
工
場

前
旬
と
同
様
保
合
い
七
割
、

三
割
。
製
品
市
場
は
保
合
い
か
や
や
減
り

八
割
、
下
げ
は
や
や
増
え
二
割
。 下

げ

保
合
い
は
や
や
減
り
八
割
、
下
げ

は
や
や
増
え
二
割
と
な
っ
て
い
る
。

以

上

な
お
、
詳
細
な
資
料
は
森
林
組
合

ま
で
御
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

0
小
売
業
者

保
合
い
八
割
、
下
げ
二
割
で
前
旬

と
は
ぼ
変
わ
ら
ず
。

〇
卸
売
問
屋
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麦病害虫防除法

病害虫名 耕種的防除法
薬 剤 防 除 法

注意事項
時 期 使用薬剤と濃度 10 a当り散布量
播種前 種子消毒

赤かぴ病 刈取りを早め、すみ 開花期～ トップジンM水和剤

やかに乾かす。 乳熟期 1, 000-1, 500倍 150~200.e 収穫前14日 2回
石灰硫黄合剤 40倍

1.適期に播種する。 トップジンM水和剤

2.窒素肥料の過用 2,000倍

うどんこ
を避ける。

3.抵抗性の強い品 発病期
病 種を選ぶ。

石灰硫黄合剤 40倍 150-200 £ 収穫前14日 2回

4.厚播、晩播を避
ける。

さび病類 うどんこ病に準ずる。 発病期 石灰硫黄合剤 40倍 150-200.e 
アプラム 発生期 スミチオン粉剤2 4kg 収穫前14日 1回
シ エチカン乳剤

1,000~ 1,500倍 150~200 t 収穫前14回33回

一
麦
の
病
害
虫
防
除

一

麦
の
赤
か
び
病
の
防
除
は
四
月
下

旬
頃
、
う
ど
ん
こ
病
・
さ
び
病
は
発

病
を
み
た
時
期
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防

除
は
発
生
を
確
認
し
た
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
表
を
参
考
に
し
て
薬
剤
散
布
を

行
っ
て
下
さ
い
。

親
竹
の
選
定

良
質
の
太
い
タ
ケ
ノ
コ
を
生
産
す

る
た
め
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
園
に

1
0
a

当
り

250
本
か
ら

300
本
（
坪
に

1
本
の

割
合
で
）
の
親
竹
が
立
っ
て
い
る
事

が
望
ま
し
い
。

毎
年
、

1
0
a
当
り

50

本
か
ら

60本
を
秋
に
伐

竹
更
新
す
る
が
、
そ
れ

ま
で
に
親
竹
と
し
て
園

に
残
す
タ
ケ
ノ
コ
は
、

四
月
中
下
旬
の
最
盛
期

前
こ
出
た
も
の
か
ら
選

定
す
る
。
こ
の
親
竹
の

選
定
は
タ
ケ
ノ
コ
栽
培

上
特
に
重
要
な
作
業
で

あ
る
。親
竹
と
し
て
良
い
タ

ケ
ノ
コ
は
タ
ケ
ノ
コ
の

先
の
部
分
が
曲
か
り
ぎ

み
で
、
そ
の
小
葉
が
や

や
開
い
て
肩
毛
と
と
も

に
黄
色
味
が
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

タ
ケ
ノ
コ
が
ま
っ
す

ぐ
に
立
っ
て
小
葉
が
開

き
、
肩
毛
と
と
も
に
褐

色
ま
た
は
紫
色
が
か
っ

た
も
の
は
生
長
し
て
も

良
い
親
竹
に
な
ら
な
い

よい親竹とわるい親竹

扉 こい親`の竹

ロ令戸
くよい親竹＞ ＜わるい親竹＞

0幹の太い（目通り直径8~ （若竹のばあい）
12cm) O幹が細い。

0枝下が高く枝葉が多い。 0枝下が低く枝葉が少ない。

0幹の先端が少し曲がりぎみ。 0幹の先細りのていどがやや急

0年令が6年生以下。 である。

0幹は先端までまっすぐになっ

ている。

（老竹のばあい）

0幹が太くても 7年生以上のも
の。

0幹の節のところに白い蠍粉が

はとんどない。

親
竹
の
上
の
部
分
を
あ
る
程
度
枝

条
と
と
も
に
伐
り
捨
て
る
こ
と
を
親

竹
の
先
止
め
と
呼
ぶ
。

先
止
め
を
す
る
と
地
表
へ
の
日
当

た
り
が
よ
く
な
る
の
で
タ
ケ
ノ
コ
が

早
く
出
る
。

ま
た
枝
条
の
切
り
取
り
に
よ
っ
て

お
こ
る
刺
激
に
よ
っ
て
タ
ケ
ノ
コ
の

出
方
が
多
く
な
る
。

親
竹
の
先
止
め
を
す
る
時
期
と
し

て
は
、
五
月
上
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
が
か

な
り
伸
び
て
地
上
第
一
•
第
二
枝
が

わ
ず
か
に
伸
び
か
け
た
こ
ろ
が
適
当

で
あ
る
。

先
止
め
の
仕
方
は
、
長
い
竹
の
先

に
よ
く
切
れ
る
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
つ

け
て
、
残
す
枝
を
か
ぞ
え
て
そ
こ
か

ら
上
の
方
を
切
り
取
る
方
法
と
、
幹

モウソウタケノコの先端の葉片（小葉）の立ち方

印親竹と してややよ（口） よいタケノコ ハよくないタケノコ

いもタケノコ （やや開き気味のもの） （開いたもの）

（集中的になったもの）

親
竹
の
先
止
め

こ
と
が
多
い
。
（
図
を
参
照

の下のほうを両手で前後に動か

して振動で振り落とす方法とが

ある。

中野尾月正予子林 小
大 L5 月5 月5 5 月5 月5 月52月54 月5 月5 月5 月5 月5 月5 月5 月5 月5 

津山藪 谷 p月 20 13 醤月 31 26 25 19 18 17 12 11 10 7 6 2 
G 

日日 日日日日 日 日日日日日日日日

小岩居谷中大駄 汗
肱 倹倹 油 （灼困困（灼困困（灼困困（灼仕）倫旧）

倉谷 馬生 栄 旦 宇小 g 宇宇中月大岩宇宇中月大岩宇
困18 (/l岬316 0 ) (困210灼5(/l2体96 ）） 鉛2徐60 2(/l3 ) 囲困12 2 

予 和藪

こ
和和予津尾ノ谷谷和和予津尾ノ 谷谷和

定 J 11 • 

日
方岩 川川子工方方川川子工方方川

面谷 日 北南林ブ面面北南林ブ面面北
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生産拳詈1:
軍りくもうヽ

0

人
の
基
本
を
育
て
る
幼
児
教
育

0

町
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成

〇
健
全
な
家
庭
づ
く
り

0
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
振
興

〇
皆
ん
な
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

〇
心
の
か
よ
う
公
民
館
活
動

あ
は
な
し
文
庫

（
幼
児
教
育
）

幼
児
を
持
つ
家
庭
に
対
し
て
通
信
講

座
を
続
け
て
、
幼
児
期
に
お
け
る
環
境

◎

目

標

各
家
庭
が
、
幼
児
期
に
続
い
て
大
切

な
家
庭
の
重
要
性
を
考
え
る
。
ま
た
愛

護
班
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
緑
の
少
年

隊
な
ど
を
育
て
な
が
ら
少
年
の
役
割
分

担
、
共
同
意
識
、
自
然
‘
遊
び
と
鍛
練
、

団
体
活
動
で
鍛
練

（
少
年
教
育
）

や
父
母
の
役
割
り
を
考
え
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
す
。

0
読
み
き
か
せ
読
書
活
動
の
推
進

親子のふれ合い

ー

ー

1
ー

ー

ー

ー

ー

1
ー

1

1
ー

ー

ー

1

1
ー

1

1

1
1
1
1

1
ー

ー

ー

1
1
1
1
1
1
1

1
1

1
ー

ー

1

1

ー

1
ー

1
1
9
9
1
1
9
1
1
9
1
1
ー

ー

ー

ー

ー

1
_
_
_
_
_
_
_
 _
 

一
新
し
い
年
度
の
は
じ
め
に
あ
た
っ
て
公
民
館
の
基
本
方
針
や
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
一
人
一

一
で
も
多
く
学
習
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
公
民
館
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
あ
る
開
か
れ
た
施
設
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
交
際
を
広
め
一

一

た

り

、

読

書

し

た

り

、

い

ろ

い

ろ

そ

の

時

代

の

課

題

を

話

し

合

う

た

め

に

集

っ

た

り

す

る

と

こ

ろ

で

す

。

一

―
つ
ま
り
、
公
民
館
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
生
涯
学
習
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
自
分
た
ち
か
ら
進
ん
で
勉
強
し
よ
う
と
す
る
―

-
＂
気
軽
な
場

Ii

と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
生
涯
学
習
…
…
人
の

一
生
の
多
様
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
一
定
期
間
に
限
ら
れ
た
学
校
教
育
だ
け
で
は
不
十
分
一

＿
で
あ
り
、
変
化
し
て
ゆ
く
個
人
や
地
域
の
種
々
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
な
自
主
学
習
を
続
け
て
、
自
分
自
身
一

一
を
改
革
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
公
民
館
自
体
も
、
一
層
学
習
の
場
を
整
え
て
、
学
習
材
料
を
み
な
さ
ん
に
提
供
し
、
ま
た
学
級
や
講
座
な
ど
を
開
設
し
て
一

―
町
民
の
方
々
に
虚
子
ぶ
心
“

"
学
ぶ
意
欲
Ii

を
育
て
た
り
、
文
化
的
行
事
を
実
施
し
て
楽
し
さ
と
感
激
を
味
わ
う
こ
と
の
で
ぎ

i

一
る
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
町
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
「
学
習
は
他
人
ご
と
」
と
せ
ず
、
隣
人
と
の
な
ご
や
か
な
生
活
を
楽
し
む
た
め
、
ま
た
年
代
―

i

間
対
話
を
ひ
ら
く
た
め
、
そ
し
て

”
私
の
ま
ち
“
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
に
、
公
民
館
活
動
に
目
を
向
け
、
参
加
す
る
こ
と

一

一
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1
ー

1
ー

ー

1

_

1
ー

ー

ー

1

1
ー

1
_
_
_
_
_
_
 1
ー

1

_

1
ー

1

_
1
ー

1
ー

1
_
1
1
ー

1
9
9
9
1
ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー

1
ー

ー

1

_

1

1

1

,

＇
1

_

1

ー

：
万

t
」
い
五
[
Lパ〗
〗
い
い
い
／
〗

「
自
由
の
学
校
」
と
し
て
、
町
民
の
み
か
し
て
学
習
し
、
町
民
の
み
さ
ん
の
意

な
さ
ん
が
、
自
主
的
に
活
動
で
き
る
場
識
を
高
め
て
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
町

づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

ま
た
、
時
代
に
合
せ
た
生
活
運
動
を

推
し
進
め
る
。

生
産
学
習（成
人
の
学
昏
）

内
外
の
情
勢
に
目
を
向
け
、
変
化
に

対
応
で
き
る
学
習
を
進
め
る
。

0
家
庭
教
育
の
役
割
り
を
考
え
実
行

で
ぎ
る
親
と
な
る
学
習

0

地
域
を
考
え
、
人
間
関
係
を
育
て

る
学
習

0
山
村
の
役
割
り
を
再
認
識
し
、
生

大谷の‘‘世持ち講座¥¥

社
会
の
急

激
な
変
化
に

対
応
で
き
る

学
習
と
健
康

維
持
の
学
習

を
続
け
る
。

ま
た
、
地

域
の
リ
ー
ダ

ー
養
成
と
し

て
、
”
お
四
国

学
級
“
を
継

続
し
学
習
の

効
果
を
あ
げ

る。

あ
四
国
学
級

（
怠
齢
者
の
学
雪
）

青
年
自
ら
が
社
会
の
役
割
り
と
責
任
を

自
覚
し
、考
え
、
行
動
で
き
る
学
習
を
行
う
。

0
青
年
教
室
の
開
設

0

県
外
研
修
の
続
行

0
青
年
団
の
育
成
・
強
化

0

生
産
学
習
へ
の
参
加

青
少
年
の
非
行
化
・
高
学
歴
社
会

・

高
齢
化
社
会
・
医
療
費
の
増
大
・
家
庭

経
済
な
ど
に
つ
い
て
家
庭
で
、
あ
る
い

は
婦
人
と
し
て
考
え
、
実
行
で
き
る
学

習
を
広
め
る
。

〇
親
子
絵
画
教
室
・
遠
足
写
生
会

産
学
習
に
取
組
も
う
。

親
子
絵
画
教
室

（
婦
人
の
学
習
）

自
主
性
、
協
調
性
、
安
全
な
ど
に
関
す

る
能
力
を
養
う
。

0
サ
マ

ー
ス

ク
ー
ル

0

自
然
科
学
教
室

リ
ー
ダ
ー
養
成

（
青
年
の
学
習
）

青年国内研修
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同和問題とは

同和問題とは、日本社会の歴史的発

展の過程において形成された身分階層

構造に基づく差別により 、日本国民の

一部の集団が経済的・社会的 ・文化的

に低位の状態におかれ現代社会におい

ても、なおいちじるしく基本的人権を

侵害され、とくに近代社会の原理とし

て何人にも保障されている市民的権利

と自由を完全に保障されていないと い

う。もっとも深刻にして重大な社会問

題である。•..・・・・・・・・・・・・

同和対策審議会の答申より

幼
児
·
児
童
•
生
徒
・
各
職
域
な
ど

各
層
の
方
々
に
歴
史
の
誤
解
を
正
し
く

学
習
し
て
い
た
だ
き
‘
一
人
一
人
の
人

格
を
尊
重
す
る
学
習
を
広
め
る
。

0
部
落
学
級
の
開
設

〇
資
料
の
印
刷
配
布

歴
史
の
誤
解
を
正
し
て

〈
人
権
尊
重
の
学
雪
）

生9詈遍19竃
撞遍しようヽ

心
を
豊
か
に
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を

求
め
る
た
め
多
彩
な
文
化
活
動
を
横
に

結
ん
で
、
更
に
発
展
を
図
る
。

0

文
化
祭

〇
親
子
映
画
会

0
音
楽
会

0
文
化
講
演
会

文
化
財
の保
護
と
活
用

郷
土
の
自
然
・
歴
史
・
民
謡
・
芸
術

な
ど
理
解
を
認
識
を
深
め
、
文
化
財
の

大
切
さ
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
民
俗

資
料
の
収
集
・
調
査
を
続
け
て
、
展
示

文
化
講
演
会
（
文
化
汚
動
）

町
内
み
ん
な
が
健
康
を
考
え
、
体
力

づ
く
り
を
め
ぢ
す
学
習
を
進
め
る
。

〇
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

0

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
組
織
化

0
高
齢
者
ス
ポ
ーー

ツ
の
振
興

0

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

公
民
館
報
を
毎
月
発
刊
し
て
、
公
民

館
活
動
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に

投
稿
•
寄
稿
の
啓
発
を
図
る
。

談
話
室
・

ロ
ー
カ
な
ど
を
活
用
し
て

啓
発
運
動
に
努
め
る
。

親と
類も私
ななた
どつち
のての
お行よ
つ つろ
きてこ
あいび
いるや
‘近か
つ所な

ら ・ ご一 iま ‘し
<'- ~ a, ____  -ゃc-如ヂー一 ←廷-J り 知み

長瀬で発見された石器 ‘人に

ィ
に
努
め
る
。

i,-し
u,
；
 

苔ヤ

ソフトボールリーグ戦と

町民運動会

＼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
大
谷
）

農業祭（予子林） クロ ッケー大会（岩谷）

各
地
区
で
は
分
館
を
大
切
に

祝
儀

・
見
舞
・
香
典
、
そ
れ
に
お
返
し

に
つ
い
て
考
え
て
見
る
と
、
ど
う
も
本

来
の

II

心
の
こ
も
っ
た
Ii

や
り
と
り
か

ら
少
し
逸
脱
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
み

ん
な
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
‘
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
し
た

生
活
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
家
計
収
支
の
む
ず
か
し
い
時

代
に
あ
た
り
、
家
計
簿
記
帳
運
動
を
あ

わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

な
お
‘
こ
れ
ら
の
生
活
運
動
は
各
機

関
・
団
体
と
も
協
議
し
合
意
を
得
て
お

り
ま
す
。

町
内
の
各
機
関
や
団
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
が
あ

っ
て
動
い
て
い

ま
す
が

そ
の
構
成
貝
は
、

町
民
で
あ
る
と
同
時

に
組
合
員
、
あ
る
い
は
会
員
で
あ
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
こ
で
、
各
機
関
・
団
体
の
共
通
課

題
を
探
り
な
が
ら
「
一
緒
に
や
れ
る
も

の
は
一
緒
に
」
と
連
携
を
更
に
深
め
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

公
民
館
に
は
各
地
区
に
分
館
が
あ
っ
て
地
域
に
密
接
な
い
ろ
い
ろ
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
ず
こ
の
分
館
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き

役
職
員
に
協
力
し
て
積
極
的
に
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
部
落
に
は
、
部
落
主
事
さ
ん
が
い
ま
す
の
で
、
部
落
の
会
合
の
あ

と
な
ど
に
主
事
さ
ん
の
助
言
に
よ
る
話
し
合
い
な
ど
を
も
つ
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

町
内
諸
団
体
と
の
連

携
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生

活

改

善

の

申

し

合

わ

せ

◎
結
婚
改
善
に
つ
い
て
（
公
民
館
結
婚
式
の
し

お
り
を
基
準
と
す
る
）

①
結
婚
式
（
披
露
宴
も
含
む
）
は
、
当
事
者
ニ

人
を
中
心
に
、
関
係
者
が
お
祝
い
す
る
簡
素

な
っ
ち
に
も
意
義
あ
る
も
の
に
し
よ
う
。

②
公
民
館
結
婚
式
以
外
も
会
費
制
と
し
、
そ
れ

が
で
き
な
い
場
合
で
も
生
活
改
善
の
趣
旨
に

そ
っ
た
内
容
と
す
る
。

③
会
費
（
祝
儀
）
は
五
千
円
以
内
と
す
る
。

④
お
色
直
し
は
、
そ
も
そ
も
の
意
味
を
重
ん
じ

一
回
と
す
る
。

⑤
記
念
品
は
廃
止
す
る
。

◎
葬
儀
に
つ
い
て

①
一
般
の
場
合
、
霊
前
へ
の
香
典
は
二
千
円
以

内
と
す
る
。

②
花
輪
・
弔
旗
の
個
人
贈
呈
は
し
な
い
。

③
香
典
返
し
は
廃
止
す
る
。

◎

病

気

見

舞

い

に

つ

い

て

①
病
気
見
舞
（
金
銭
・
品
物
）
は
‘
二
千
円
以

内
と
し
、
心
の
こ
も
っ
た
も
の
と
す
る
。

②
お
見
舞
返
し
（
内
祝
）
は
廃
止
す
る
。

◎
出
産
・
新
築
祝
い
・
還
暦
な
ど
に
つ
い
て
も

生
活
改
善
の
趣
旨
に
そ
っ
た
も
の
と
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
度
の

公
民
館
活
動
計
画
の
中

で
も
載
せ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
各
種
団

体
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
‘
冠
婚
葬
祭
を
中
心

に
生
活
運
動
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

部
落
長
さ
ん
を
通
じ

て
、
ご
協
力
の
お
願
い

を
し
て
お
り
ま
す
が
、

生
活
運
動
の
趣
旨
を
よ

く
ご
理
解
い
た
だ
き
‘

積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
、
生
活
を

見
直
し
、
無
理
・
無
駄
．

見
栄
の
な
い
く
ら
し
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

⑯
／
一

冒
歪二，
 

一
[[虞

属＾
ム
喜
亨
〖生
活
改
善
を
進
め
よ
う

ー
厳粛に公民館結婚式

i"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●●1●●●I●●●I●●●I●●、
=手化とマ三者申 そ ◎ 
゜産がイ子を込募

動勉

習
の強 お四国学級生募集

ー業らク 優者
年の‘ ロ -先が告きな ＊ 

大態のス ま員 人ら

に実そハ:し定： ：力、［高餘者の生きかいを求めて］
体な土に すを二 。の ◎ ◎ーての
ーど地乗 ゜こ嘉規は 山 旅口四れい 克
県に土つ 疋名 則歩道行バ泊以

肱参、申要参ノお
る川 込領加月四

すつ地て た 正けをにス五前‘町加んを希に国
つし、の 場 しる七耐を日の昭内者
廻て歴お合い健 の

でよ望編学
キえ利の男和しー 下く者成級

り勉史参 怯 団慶 口 ら用マ女三イ玉資さ承はし第
‘強やり 高 体 程れすイ゜年ん格い知
四し文を 齢 行へ度‘るク 生で ゜し次、主嵐

会
員
券
集藍
ク
ラ
ブ

最
近
、
ふ
る
さ
と
の
唄
と
し
て
民
謡

を
愛
す
る
人
が
増
え
て
い
る
中
で
、
肱

川
で
も
同
じ
趣
味
を
持
つ
者
が
集
ま
っ

て
民
謡
を
や
っ
て
い
ま
す
。

唄
の
上
手
、
下
手
は
抜
き
に
し
て

一

週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
は
大
声
を
出
し
て

見
る
の
も
又
‘
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ

年
で
終
了
し
ま
す
。

四

、

経

賣

バ
ス
の
料
金
と
講
師
の
謝
礼
は
町
費
で
ま

か
な
い
ま
す
の
で
、
宿
泊
費
・
食
費
•
そ

の
他
の
雑
費
を
一
回
分
約
二
万
五
千
円
か
ら

三
万
円
程
度
各
人
で
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

尚
初
年
度
は
学
級
に
必
要
な
準
備
品
の

代
金
が
三
千
円
程
度
余
分
に
い
り
ま
す
。

五
、
申
込
み
の
締
切
り

昭
和
五
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

肱
川
町
公
民
館
へ
、
電
話
（
ニ
―
―

10
七）

で
も
結
講
で
す
。

六
、そ

の

他

◎
健
康
に
自
信
の
な
い
方
や
‘
持
病
の
あ

る
方
は
医
師
の
診
断
を
受
け
、
家
族
と

よ
く
相
談
し
て
か
ら
申
し
込
ん
で
下
さ

、。ヽ
◎
出
発
の
約
一
か
月
前
に
事
前
研
修
と
‘

班
の
編
成
、
日
程
な
ど
く
わ
し
い
打
ち

合
せ
会
を
致
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
者
が
少
な
い
場
合
は
‘
こ
の

学
級
を
開
設
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

て
い
ま
す
。

民
謡
に
興
味
あ
る
方
、
入
会
す
る
し

な
い
は
別
と
し
て
一
度
参
加
し
て
見
ま

せ
ん
か
。
何
時
か
ら
で
も
結
構
で
す
。

一
、
毎
週
土
曜
日
、
夜
七
時
半
か
ら
町

公
民
館
で
練
習
。

二
、
先
輩
・
後
輩
・

唄
の
上
手
下
手
な

し
。
（唄
が
毎
月
変
る
）

三
、
そ

の
他
、
こ
の
会
に

つ
い
て

の
お

と

い
合
せ
は
電
話
二
六
―
一

番

（
中
居）

ま
で
お
聞
き
下
さ
い
。

...............＂＂●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 1●●●I●●●I●●●I●●品

0
こ
ん
ち
も
‘
き
げ
ん
は
え
え
か
な
？
．

＝
 

xあ
ん
た
こ
そ
、
長
う
見
な
ん
だ
が
、

き
げ
ん
は
よ
か
っ
た
ん
か
な
？

〇
お
か
げ
さ
ま
で
の
う
…
…
…
。
ま

躙□〗
〗&/
i
t
/

-
0そ
り
ゃ
そ
う
と
、
あ
そ
こ
に
が
い
な
土
蔵

9
 

-
0
 一
み
た
い
な
家
が
で
き
と
る
が
、
あ
り
ゃ
何

-
-
す
る
と
こ
な
？

一-
x
あ
れ
は
の
う
、
大
谷
郷
土
文
化
保
存
伝
習

0
 一
館
い
う
て
長
た
ら
し
い
名
前
の
看
板
が
か

一
か
っ
と
ら
い
。

-tOそ
が
い
な
、
む
ず
か
し
い
家
で
何
す
る
ん

一
9
 ー

な
？

9
 一

l
 

X
あ
ん
た
、
大
谷
文
楽
い
う
て
、
で
こ
芝
居

-
知
っ
と
る
つ
が
な
、
あ
の
芝
居
の
で
こ
や
‘

0
 一
衣
裳
や
、
大
道
具
、
小
道
具
を
の
け
と
く

．． 

9
 一
庫
も
あ
る
で
こ
の
頭
も
八
十
程
あ

一
る
ん
じ
ゃ
け
ん
の
、
中
に
ゃ
国
宝
級
の
も

一
9
 

0
 一
あ
る
し
、
衣
裳
じ
ゃ
っ
た
て
‘
今
あ
が
い

9
 一
な
金
銀
刺
繍
の
も
の
招
え
よ
う
思
っ
た
ら

0
 一
こ
ま
い
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
そ
れ
を
今
ま

9
 -
で
は
‘
集
会
所
の
押
入
れ
や
‘
公
民
館
の

一
叩
っ
こ
に
お
い
と
い
て
、
さ
あ
‘
稽
古

ー
じ
ゃ
い
う
た
ら
そ
れ
こ
そ
、
デ
コ
バ
コ

一
-
引
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
も
ん
よ

0

か
し
・
つ

一
そ
れ
を
今
度
は
頭
や
‘
衣
裳
を
キ
チ
ン
と

9
 -
保
管
庫
の
中
へ
整
理
し
て
入
れ
て
お
く
‘

一一
さ
あ
と
い
う
時
に
ゃ
、
あ
れ
は
ど
が
い
し

9
 ー
な
こ
れ
は
ど
が
い
し
た
い
わ
ん
で
も
早

一

-
＿

速
間
に
合
っ
ょ
う
に
、
そ
し
て
火
の
心
配

9
 一一
も
な
い
、
湿
気
の
心
配
も
な
い
よ
う
に

9
 一
な
っ
と
る
。
穆
古
す
る
部
屋
も
広
い
ん
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〗A ] 息口昌占学校だより
J 

［t 土ぷますの919宣
贔-〗:[__正山小学校
の ④結 (1)し定汁検をりとてでて足いず
交交 のぶ①まは法査行扁りも‘いのいが最
点点 で ゜のし次を方い平の‘本ま子わで近
⑥⑥  
をを ぱ A っ

つーでたの用法 ま足足ひ校す供ゆき ‘ 

゜よいはしの型とに ゜がるて土
結結 う ‘‘た検をりおそ増扁いふ

を り に判墨 ゜査 とひいこえ平なま

③
 

B
・

そ
の

H
ラ
イ
ン
が
、
土
ふ
ま
ず
を
よ

こ
ぎ
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
接
地

足
底
が
成
人
な
み
に
で
き
た
か
、
ま
だ

未
発
達
で
ベ
タ
足
の
状
態
に
あ
る
の
か

ど
う
か
を
判
定
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

H
ラ
イ
ン
よ
り
土
ふ
ま
ず

の
線
が
小
指
の
方
に
あ
る
場
合
は
、
合

格
、
親
指
の
方
に
あ
る
場
合
は
不
合
格

と
判
定
す
る
の
で
す
。｀
 x ゜

e
 

ててん き走テ土 ン

晶 経 思そが経うきなる 心き発す てきいててんい
tい‘がべ まを スふこ卜本

i験私うれあ験老るら生健配‘見る独老ぬと言しでいあ 9’き子‘夕し進卜まので校
1がは ゜はり者人事な活康す決ご、居後翌自 つ ましかる；た供今足たんピず検しの
＇あ‘ 同‘とはでいもにれし 弓老が莱負たうもら時きい達後‘°で 1 に 査た形
~る幼 居ましいはの大生ばてな独人 心としのじう長 ‘tとの‘ 即 行スつを゜成
弓そ減 定畠て哀象は悶顔玄讐塁塁盗告羹喜なぷ磨隻寮［考体体扁 ぅ、い通 率
号の し之子はろ家あ趣ほいい人加もしる日い‘し

吾 え力育平 子はてし は

1彼曾 なら・ずう庭る味どもう‘しなた夫頃か食てお呈てづの足 供戸のて
＇女祖 しれ孫でかとつな不 の記死 ‘つがか ‘ L o ベ
iも母 とる ヘ

くま；いく授と が［関子 八

i十と け義伝含五喜かぷ官丘賽芦唸なま、塩諒羹拿凸丘；手芦9喜 予に Jし‘供 十
号 年生 ら務‘ ゜居生忘とななさ日り た‘年感か゜一~ ゜

よが達 六

1前活 れ出る人を活れりるいき目目 ‘予齢をら先日；
役合え なる向自 パ

1にし る 義生願でてあ ゜゜ ゆにに 改想はこ困にで吾 立わま つ持ま葬 I 
＇八た と仝務の めで若め つ 死も！てせせて久り、 i-、セ

l ； ； ；塁 t~il 8 『 [t ［喜;~：、 ii 貪賞こ門旦巳三
遠 に t-;,期に つ農の 歳がも生るにで 呈 し舞の演能開月

~刺 でとて業父 く140) をいなれ ゜大亡 tま踊内劇発催十
さーあついだ-

塁晶象て互~誓忍~ 鴫'Lヽ●讐‘‘’； 亨誓質、嬰 拿乞 i竺宴演舞会れ日過でしの 切< tし-,‘と表さ三

吾 の劇踊ヒたに
時‘‘田もでも もよ素は体た~

直9:0子言[〗 Ii闊
舞
踊
の
部
で

最
優
秀
賞

亘

= --- ----- -

「宴の槍」を舞う

一
ぞ
。
壁
に
は
大
き
な
鏡
が
あ

っ
て
、
自
分

ー
の
精
古
が
自
分
で
見
疋
る
し
、
中
々
立
派

一
ー
な
も
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
で
県
指
定
の
文
化
財

一
ら
し
ゅ
う
な
っ
た
と
い
う
て
み
ん
な
喜
ん

一
ー

ど

ら

い

。

一toた
し
か
、
あ
そ
こ
は
小
三
瀬
の
屋
地
じ
ゃ

一一な
か
っ
た
か
い
な
？

-
xそ
う
よ
、
そ
れ
が
、
こ
ん
ど
、
こ
が
い
な

一ー

も
ん
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
が
い
う
て
、
議
長

9
 

9
 

o

は
ん
ら
が
行
て
話
し
な
っ
た
ら
の
、
い

っ

一一＿

そ
の
こ
と
町
へ
寄
付
し
よ
う
い
う
て
も
ろ

9
 

う
え

L
た

一一一
う
て
の
、
上
下
合
わ
し
て
八
百
坪
程
あ
る

9
 -

げ

な

が

。
そ
れ
で
、
あ
が
い
な
え
え
所
へ

一
立
派
に
で
け
た
の
よ
。

9
 •

O
ホ
ォ
ー
、
有
難
い
こ
と
よ
の
う
。

一一-
x
ま
あ
、
言
う
て
み
り
ゃ
、
三
瀬
は
ん
が
、

9
 

9
 一
文
楽
の
産
み
の
親
じ
ゃ
け
ん
の
。

一・
oそ
う
か
な
‘
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
え
え
話

9
 

9
 一一
聞
い
た
わ
い
。

一-
x
こ
な
い
だ
十
一
日
が
落
成
式
で
が
い
な
人

一一
じ
ゃ
っ
た
わ

い
。

一•
0
お
ら
、
ち
っ
と
も
知
ら
な
ん
だ

。

そ
う

一一一
じ
ゃ
っ
た
か
や

一一

ま
あ
‘
だ
ん
だ
ん
。

9
 
0
 ・
9ヽ

9ヽ
9
ー
‘
0
、0
、9
9
9
ヽ
りヽ
ヽ
J°‘
ー
亀
ー
、
り
ヽ
・り
ヽ

一
郷
土
誌
の
発
刊
は
中
止

公
民
館
報
二
月
号
で
募
集
し
て
お
り

ま
し
た
「
肱
川
町
の
郷
土
誌
」
は
、
予

定
の
五
百
冊
に
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
発

刊
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
や
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
い
た
部
落
長

さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。

な
お
、
集
録
し
た
「
郷
土
誌
」
の

原
本
は
公
民
館
で
保
管
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。
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富”Sせ (18)

◎4月25日（月）から
（毎週月～金）

◎場所町民運動場

◎試合時間

［第1試合
第2試合

PM7:2Q-8:40 

PM8 :4 0~1 0 : 0 0] 

戸
籍
の
尋
戴
輯
”

賣
わ
り
寧
す

こ
の
ほ
ど
戸
籍
手
数
料
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
戸
籍
関
係
の
手
数
料
か
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

Ill
改
正
さ
れ
た
手
数
料
（
）
内
は
改
正
前

●
戸
籍
謄
・
抄
本
(
-
通
）

三
0
0
円
（
二

0
0
円）

●
除
籍
謄
．
抄
本
(
-
通
）

五
0
0
円
（
三

0
0
円）

●
戸
籍
記
載
事
項
証
明
（
一
件
）

二
0
0
円

(
1
0
0
円）

●
除
籍
記
載
事
項
証
明
（
一
件
）

三
0
0
円
（
二

0
0
円）

●
受
理
証
明
書
(
-
通
）

二
0
0
円

(
1
0
0
円）

●
届
出
等
閲
覧
（
一
件
）

二
0
0
円

(
1
0
0
円）

5月の日曜・祝日当直医

・ 1 

日 当 直医 苧毛 話

1日 曽根医院
（日） （内子町）

(08934) 4 -2 8 0 1 

3日 芳我外科医院
（祝） （内子 町）

(08934) 4 -2 5 6 0 

5日 尚橋医院
（祝 （五十崎町）

(08934) 4 -2 0 1 0 

8日 小川医院
（日） （内子町）

(08934) 4 -2 8 1 5 

15日 古川医院
（日） （内子町）

(08934) 4 -2 4 0 7 

22日 町田医院
（日） （内子 町）

(08934) 3 -0 2 1 1 

29日 成田医院
（日） （内子町）

(08934) 7 -0 0 6-1 

救 急 病

院

病院名 電 話曜日

月・火
大洲市立病院

(08932) 4 -2 1 5 1 
（大洲市）

， 

加戸外科病院
(08932) 4 -5 1 0 1 水

（大洲 市）

＇ 

大洲中央病院
(08932) 4 -4 5 5 1 木～日

（大洲市）

5
月

10
日
因

午
前

10時
ま
で

▽

場

所

肱

川
町
役
場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

⑥
 

5
月

6
日
⑥

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽
相
談
貝
福
田
委
貝

▽
日
時

▽
対
象

3
歳
ま
で
の
乳
児
。

▽
料
金

400
円

▽
申
込
締
切

4
月
末
日

▽
申
込
方
法
電
話
で
町
民
課
へ
。

⑥
行
政
相
談

▼相談員の自宅相談も受け付けます。

> 5 > 相
月

25 16 6 談
日 日 日

日
困 （月） 倫

信靡 贔闘 蔵沖野福 担田田

>員□ 、ビヽ 芳清 重恒
博子 一勝 信三保

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち

な
み
、
郵
政
省
で
は
四
月
二
十
日
か

ら
「
青
い
鳥
葉
書
（
四
十
円
）
」
を
発

売
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
葉
書
は
、
料
額
面
に
青
い

鳥
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に

売
り
出
す
ほ
か
、
身
体
障
害
者
（
一

級
、
ま
た
は
二

級
）
の
方
に
、

お
一
人
に
つ
き

二
十
枚
を
差
し

上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
五
月
末

ま
で
に
身
体
障

害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
上
お
近

く
の
郵
便
局
へ

お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

（
肱
川
郵
便
局
）

⑥
身
体
障
害
者
に

「
青
い
鳥
葉
書
」
を
贈
呈

⑥
ム
シ
歯
予
防
教
室
の

希

望

者

募

集

▽
場
所

▽
医
師

▽
日
時

5
月

13
日
⑥

午
後

1
時

1
2
時

肱
川
町
公
民
館

松
尾
邦
彦
先
生

⑥
妊
婦
健
康
診
査

◎
場
所

◎
時
間

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

ま
で
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

※
な
お
、
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
な

ど
を
請
求
さ
れ
る
と
き
は
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

面
璽
:
璽
羹
国

⑥
行
政
相
談

g
 

泣n
 

卯

4
月
あ
日
⑲

／

午
前

9
時
1
午
後
鈷
蒔

▽
場
所
役
場
第

3
会
議
室

▽
担
当
相
談
員
今

宮

忠

雄

谷

田

善

和

◎
農
業
関
係
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

⑥
農
地
相
談

道

野

尾

下
嵯
峨
谷

見

の

越
町

大

平

藤

野

尾

藤

野

尾

共

山
口
慶
三
郎
さ
ん

(80歳）

山
口
隆
代
さ
ん

(77
歳）

石
谷
ト
ナ
ミ
さ
ん

(89歳）

伊
藤
常
次
郎
さ
ん

(76
歳）

城
戸
千
重
郎
さ
ん

(83歳）

宮
尾
サ
カ
子
さ
ん

(57
歳）

一
さ
ん

(72
歳）

久
保

＊
 

*
＊
*
＊
*
 

沿
お
誕
生
あ
め
で
と
う
＊＊
 

＊
 
＊

ご

ざ

い

ま

す

幻
*
＊
*
＊
＊
 

＊
 協
生

谷

本

孝

治

さ

ん

三

女

敦

子

ち

ゃ

ん

中

野

曽

根

和

儀

さ

ん

三

女

聖

子

ち

ゃ

ん

共

栄

沖

野

嘉

忠

さ

ん

長

女

由

香

ち

ゃ

ん

瓜

生

谷

山

下

新

一

さ

ん

二

男

建

ち

ゃ

ん

中

居

谷

堵

野

利

光

さ

ん

二

女

若

菜

ち

ゃ

ん

上

敷

水

冨

永

公

徳

さ

ん

長
女
ゆ
か
り
ち
ゃ
ん

栄

泉

久

満

さ

ん

長

男

靖

ち

ゃ

ん

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 
＊

＊

 

＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*

＊

*

＊

＊

＊

 


